
 

 

 
神戸 YWCA 

夜回り準備会 
2004年度年間活動報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2005年 10月 31日 

 
 
 



 2

2004年度報告書を出すにあたって 
～名前の曖昧さにことよせて～ 

 
夜回り準備会(仮)という名前はいかにもはっきりしません。 
それは、会がはじまった経過に由来しています。YWCA の夜回り活動は、阪神・淡路大震災の救援活

動の中から始まりました。当時のボランピア通信などを読むと判るのですが、公的支援がとどかないまま

に公園などで暮らしている被災者を訪問しているあいだに、おなじように公園で暮らしている｢震災以前

から公園で暮らしている人｣に出会いました。「あちらには行かなくて良い」といわれても、そうは出来な

かった。排除できなかったから、同じように声をかけ、同じように話を聞かせてもらったわけです。手伝

えることがあれば手伝ってきました。はじめから｢ホームレス｣支援を掲げた活動ではなかったのです。 
 時間がたち、いわゆる｢被災者｣と呼ばれた人が公園から、避難所や、仮設住宅や、復興住宅へと移って

いっても、公園から立ち去れない人々とのお付き合いは続きました。いつかもう少し詳しく｢歴史―経過｣

を書けるといいのですが、震災から 2 年たったあと、97 年春過ぎから、神戸市内で野宿生活する人の数
は急増しました。神戸 YWCAの震災救援センターの活動は 97年度で終了し、震災復興委員会に、さらに
地域活動委員会に組織換えしていきますが、それでも｢住むところのない人｣を訪問する夜回りは続いてき

ました。といっても、多くて 4～5人、少なければ 2人で夜回りするという心細いありさまでした。 
 そういう中で、グループの名前をどうするか？ 活動の目的は何か？ 時々議論するのですが、なかな

かまとまりません。「夜回りの会」では判りにくい、自警団のようだとか、ホームレスという言葉は使い

たくないとかいろいろあるのですが、本当は決めかねたのです。 
 震災直後は夜に訪問するだけですんだ（と思っていた）のですが、時間がたつにつれてそれだけでは終

わらないことがたくさん出てきました。体調が悪いから医者にかかりたいが診てもらえない、どうにも暮

らせなくなったから生活保護を受けたい、公園などから出て行けと追い立てられている。いろいろな訴え

を聞いたりしていると放っておけなくて、役所や、病院や、不動産屋と交渉したり、折衝するといったこ

とが出てきました。そういうことは夜回りの時間帯内にはできません。 
 そういうことも私たちの課題ではないかという思いもあります。しかし、それぞれ働いていたり学校に

行っていたりするわけで「そんなことがグループの課題だといわれては自分にはとてもできない」「夜に

回って、声をかけて、少しでも人間らしい信頼関係を続けるくらいに限定しないと、やっていけない」と

いう現実もあります。また、現に野宿している人の安否を問うのも大切だが、なぜ人が野宿に追い込まれ

るのかについて、現在の社会のありようを問うような仕事も必要だという気持ちもあります。あちら立て

ればこちら立たずです。こうした混迷、ひとつに絞りきれないし、あまり広げてはやりきれない、といっ

た思いがあって、会の課題も、名称も、活動内容もいわば「暫定」の状態にあるのです。 
 この会はこういう趣旨の会だということをはっきりさせる（考えを統一する）のはおかしい、どんな考

えの人でも参加できるのが「ボランティア活動」ではないか、という意見もあります。では「野宿してい

るのは目障りだから、追い出そう、寝ている人は蹴飛ばそう、という意見の人とでも一緒に出来るのか？」

ということになると、それは違うということになります。 
 それでも、2003 年には少し、整理したいという気運が出てきました。特に新しく参加したメンバーか
ら、この会（活動）は何をしようとしているのか判りにくいという意見が出たこともあって、活動のマニ

ュアルを作ろうということになりました。一年がかりで勉強会をやったりして、2004 年度のはじめにや
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っとガイドブックが出来ました。 
 以前から活動の最大公約数として｢野宿したくない人が、野宿しなくてすむように。野宿せざるをえな

い人の人権がそこなわれないように｣というスローガンは掲げてきたのですが、もう少し具体的なガイド

ラインがほしいということになったのです。ガイドブックの内容は、｢ホームレス｣という言葉のとらえ方、

夜回り活動の成立ち、活動のマニュアル、夜回り関連の豆知識（居宅保護の受け方、医療の受け方、利用

できるサービス、関連施設・団体）などです。そして目的を掲げる代わりに、参加者の感想や思いを掲載

しました。 
 それを使って新しく参加された方にオリエンテーションをしたりしてきましたが、毎年毎年、野宿して

いる人を取り巻く社会環境・状況は変化してきました。そこで毎年一年を振り返って、「どんな問題があ

ったか」「何ができて、何が出来なかったか」「どんな変化があったか」などを振り返った報告書（活動の

記録でもある）を作りたい、そういうものがあれば直接参加できない方にも活動内容や現在の状況を分か

ってもらえるのではないか、参加してみようかと思ってくださる方にも「これなら自分も参加したい」と

か「これは自分には合わない」とか考える手がかりになるだろうということになり、初の年間活動報告を

ここにまとめる次第となったのです。 
 はじめての報告書なので不充分なまとめですが、一つのステップとしてご覧下さい。今後、少しずつ深

めて行きたいと思います。夜回り準備会と仮称していますが、実際には夜回りだけではなく昼間に回った

り病院を訪問したりもしています。第Ⅰ部ではそういう活動の概況を報告します。第Ⅱ部では活動を通し

て気づかされた、野宿している人のおかれている状況と課題を報告します。第Ⅲ部では参加者個人の感想

を紹介します。 
 私たちの認識にも多くの間違いがあるだろうと思います。感想やご意見を聞かせていただけると幸いで

す。 
（野々村 耀） 
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■ 第 1 部では、2004 年度（2004 年 4 月 1 日～2005 年

3 月 31 日）中に神戸 YWCA 夜回り準備会が取り組んでき

た活動（「夜回り」「病院訪問」「昼回り」とその他の活動）

の概況について報告していきます。 

■ 1 章では、私たちの団体の目的と性格について簡単に紹介し

ます。 

■ 2 章は毎月第 2・第 4 土曜日の夜に行っている「夜回り」

の活動について述べます。 

■ 3 章では週に 1 回行っている「病院訪問」と、必要に応じ

て随時実施している「昼回り」の活動について述べます。 

■ ４章では連続講座の開催や、読書会、イベントへの参加など

の活動について述べます。 

（写真）連続講座第 1 回目（7/31）の青木茂幸講師
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1章 夜回り準備会について 

■ ここでは、神戸 YWCA 夜回り準備会の活動目的と原則、神戸 YWCA との関係など、私た

ちの基本的な性格を紹介します。 

 
1.1. 会の目的 

野宿したくない人が 

  野宿しなくてすむように 

野宿せざるをえない人の 

  人権がそこなわれないように 

 この言葉は、神戸 YWCA 夜回り準備会が共有
しあおう、と決めた目的です。先ほどの「はじめ

に」でも書いたように、震災救援活動の延長から

始まって以来 10 年間、この活動を継続してきま
した。会の方向性や目的・活動内容については、

今でも話し合いが絶えませんが、さまざまな考え

があるなかで最低限共有していけるものとして、

上の目的を定めました。 
 あの震災から 10 年経ちましたが「都市が『復
興』するとはどういうことなのか」「『住む』とい

うことはどういうことか」といったことは、今後

も問い続けなければならないと考えています。 
 

1.2. 神戸YWCA内部の位置づけ 

 この活動は、神戸 YWCA 地域活動委員会に所
属する会員活動です。地域活動委員会には、子育

てや高齢者支援などのグループがあり、夜回り準

備会もそのひとつです。会員が中心で運営してい

ますが、ボランティアの参加は自由です。年代・

性別・宗教などは一切問わず、YWCAや夜回り準
備会の活動趣旨に賛同していただけるのであれば、

どなたでも参加できます。 
 
1.3. 活動上の原則 

 野宿している人の選択や尊厳を何よりも尊重し

ます。人間同士の信頼関係で成り立っている活動

ですので、野宿している人のプライバシーを侵し

たり、生活を損ねるような行為などがあれば、活

動を遠慮してもらう場合もあります。 

1.4. 会の活動概況 

 活動は、「夜回り活動」「病院訪問」を定期的に

行っています。夜回り活動は毎月 2回（第 2土曜
日と第 4 土曜日の夜）、病院訪問は毎週 1 回（午
後）活動しています。また、夜回りで受けた相談

でフォローが必要なときに、不定期に「昼回り活

動」を行っています（生活保護の申請同行や、診

察への同行など）。また、毎月第 3土曜日にミーテ
ィングを開催し、活動を振り返ってその意味を深

く考えることにしています。 
 他にも、講演会の開催などの外部向け活動や、

越冬炊き出し活動など他の支援団体が行っている

活動への協力も行っています（詳細は個々の項目

で説明していきます）。 
 

コラム① YWCA とは？ 

 YWCA は、Young Women's Christian Association

の略で、日本語では「キリスト教女子青年会」といいま

す。100 以上の国々にいる約 2500 万人の女性たちが

力を合わせて、女性があらゆる機会において社会参加、

自立することにより、平和な世界を実現するために働

く、国際的な会員運動体です。距離、言語、文化の壁を

越えて、平和、人権、健康、環境のためにキリスト教を

基盤にした行動を続けています。イギリスで最初に創ら

れ、日本には 1905 年創立されました。 

 現在、「平和を実現する人々は幸いである（マタイ 5：

9）」というテーマの下、国内 27 の地域 YWCA で、 

 ＊憲法改悪を阻止し、第 9 条を世界平和の礎にする 

 ＊「核」廃絶と、自然エネルギー活用の運動を推進する 

 ＊子どもの権利を守る 

 ＊女性への暴力の問題に取り組む 

を運動の課題として、さまざまなプログラムが行われて

います。 
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2章 夜回りの実施概況 

■ 神戸 YWCA 夜回り準備会では、原則として月に 2 回、第 2・第 4 土曜日に夜回りを実施し

ています。以下、2004 年度の私たちの夜回りの実施状況について述べていきます。 

 

2.1. 夜回りの目的 

 野宿生活を送っている方の安否を確認し、行政

や民間の支援活動などについての情報を提供しま

す。また、医療や生活保護を受けたいという相談

や、あるいは追い立てについての相談を受けた場

合などは、本人の希望に沿って、こちらのできる

ことについて協力します。 
 
2.2. 対象区域 

 私たちが夜回りをしている区域は、主に神戸市

の灘区・東灘区です。これは震災の救援活動のな

ごりでそうなっています。 
 実際には、両区の全域を回っているわけではな

く、昨年度以前からの夜回りで、生活されている

ことが分かっている場所と、一斉夜回り（9p、コ
ラム④参照）や、そのほかにメンバーや訪問先か

ら聞いた情報で、あらたに生活されていることが

判明した場所などを回るようにしています。 
 ただ、人手および車輌の不足により、十分に手

が回らないという現状もあります。特に車輌とド

ライバーの不足が問題になります。神戸 YWCA
には自動車が一台しかなく、他はメンバーの自家

用車を使わせてもらっているため、メンバーの都

合により、機動力が大きく左右されてしまいます。 
 
2.3. 実施状況 

 2004年度は、月 2回、24回実施しました。毎
月、第 2・第 4 土曜日に行っています。1 回あた
りの参加者は、最大で 23 名、最小で 6 名と、回
によって大きく異なりますが、平均をとると 13
人で回っています。1 回の夜回りでは、3 つか 4
つのグループに分かれ、各グループが車 1台に乗
り込んで、手分けをして夜回りしていきます。車

の台数が足りないときは、徒歩で回るグループを

組みますが、車があるときに比べて、回る範囲は

狭くなってしまいます。 
 1 回の夜回りで 20～30 名の方と会うことにな
ります。訪問先の方も仕事などの都合で出かけて

おられることがあり、全員に会うことはできませ

ん。現在、私たちが訪問している先に住んでいる

と思われる方の総数は、時期によって増減します

が、30名～45名になります（【表 1】参照）。 
 
■ 表 1・2004 年度の「夜回り」実施状況 

実施日 

（2004 年度） 

夜回り 

参加者数 

訪問先で 

会った人数 

訪問先居住者数 

（推定）※ 

4/10 14 24 40 
4/24 13 23 43 
5/8 23 27 44 

5/22 18 30 43 
6/12 17 30 41 
6/26 14 26 44 
7/10 10 21 40 
7/24 11 28 41 
8/14 6 23 23 
8/28 6 25 35 
9/11 11 24 36 
9/25 15 27 40 
10/9 18 26 40 
10/23 12 26 40 
11/13 11 17 36 
11/27 11 21 37 
12/11 12 22 35 
12/25 18 18 31 
1/8 15 17 34 

1/22 13 20 29 
2/12 13 26 33 
2/26 18 23 43 
3/12 14 25 39 
3/26 10 22 35 
平均 13 24 38 

※訪問先居住者数とは、私たちがその時に回った範囲に、

住んでいると推定している人の数。灘区・東灘区で野宿

されている人の総数ではない。 
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 基本的な流れとしては、夜の 6時に神戸 YWCA
分室に集合し、グループ分けと各グループの担当

コースを決めます。そして、前回の活動記録をも

とに、体調の心配な人のことや、前回に相談事な

どがあった人のことを確認します。その後に持ち

物を確認して、夜の 7時には出発します。その後、
9 時過ぎに夜回りを終えて分室に帰り、それぞれ
のコースの様子を報告しあい、10時過ぎに解散と
なります。 

2.4. 参加者 

 参加者は様々な世代にわたっていますが、大学

生が半分です。男女比も実施日によって異なりま

すが、大体半々です。グループに分かれるときも、

男女混合で分かれるようにしています。 
 1 回あたりの参加者の数はまちまちで、メンバ
ーも固定されていません。仕事や学業の都合など

で同じ人が常に参加できるわけではなく、また学

生は夏や春の長期休暇中には帰省などで参加でき

ないこともあります。 
 
2.5. 持ち物 

 夜回りの際には、各グループが【表 2】に掲げ

るものを持参します。 
■ 表 2・2004 年度の夜回り持参物 

お茶セット（コーヒー、紅茶、緑茶、味噌汁）／毛布／

ビラ類（「神戸の冬を支える会」「カトリック社会活動神

戸センター」からのビラも含む）／薬（風邪薬、胃薬、

正露丸などの下痢止め）／石鹸／卵スープ（寄付でいた

だいたもの。04/06/12～04/07/10）／乾パン／蚊取り線

香 （ 04/08/14 ～ 04/10/09 ） ／ カ イ ロ （ 04/10/23 ～

04/03/26）／石鹸・タオルセット（04/10/23）／下着類・

ジャンパー（要望があったときに昼回りで持参してい

る） 

 物を「ほどこす」ことが活動の目的ではありま

せんが、話のきっかけとするために、お茶などを

すすめています。また、厳しい野宿生活の中で必

要になるであろうささやかな物品については寄付

などで集めて配っています。 
 また、野宿している方から、活動に使うラジオ

付の懐中電灯をいただいたこともありました。そ

の他、病院訪問で貸し出す本やラジオ、また居宅

生活になった方が使うための家具や電化製品をい

ただくこともあります。 
 夜回りの際には、いろいろなビラを持参します。

「神戸の冬を支える会」や「カトリック社会活動

神戸センター」など支援団体（左コラム参照）の、

ニュースや炊き出しのお知らせも配布します。ま

た私たち独自のビラとして、以下のビラを配って

コラム② 神戸の冬を支える会 
 神戸では震災以前は、カリタスというカトリックの団

体以外には野宿者支援活動はなかった。震災被災者支援

活動の中で野宿している人とかかわりを持つようにな

ったいくつかのグループと個人が、95 年秋に野宿者支

援活動の火を消さないようにしたいと「神戸の冬を考え

る会」（後に「神戸の冬を支える会」と改称）を結成し

た。95 年 12 月末から 27 日間、神戸市役所のそばの公

園にテントを張り、話し合いを続け、神戸市に野宿者対

策の充実を求めた。その結果、更生援護相談所の宿泊人

数が増やされた。 

 それ以降、支援グループをまとめて対市交渉を行い、

毎月 1 回仲間の集いを続け、全国の野宿者支援活動の

拠点のひとつになっている。自立支援特別措置法が出来

た後、NPO 法人となった。グループの連絡会的な性格

は兵庫ホームレス支援懇談会に引き継がれている。カト

リック社会活動神戸センターの炊き出しの場で生活相

談を行い、生活保護申請、債務整理などを行っている。 

 神戸の野宿者支援活動は、被災者支援活動から始まっ

たところが多く、日雇い労働者の運動との繋がりが希薄

なのは良くも悪くも特徴のひとつだろう。 

 

コラム③ カトリック社会活動神戸センター 

 カトリック大阪大司教区は震災直後から中山教会に

現地救援対策本部を設置し、被災者支援とあわせて、外

国人救援や野宿者支援に取り組んできた。現在は、週一

回の夜回り活動のほか再建された教会に野宿している

人の交流部屋を設け、野宿している人のための洗濯場

や、シャワー、ボランティアの医師による健康相談を行

い、小野浜公園で週 3 回の炊き出しを行っている。 
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います。 
・夜回り準備会の説明と連絡先などを書いた、

自己紹介ビラ。 
・寒くなったときに配る「毛布あります」のビ

ラ。 
・追い立てに備えて配布する「今住んでいる場

所から出て行けといわれたら!!」のビラ。追
い立てについて今まで神戸市と話し合ってき

た内容を説明し、また移動を求める人の所属

や氏名を書いてもらう欄のあるビラ（第 6章
参照）。追い立てについては、その他にも何種

類かビラがあります。 
 薬（市販の売薬）については、副作用を起こす

恐れや、違う病であるのに間違った薬を渡してし

まう可能性があるため、取り扱いは慎重にしてい

ます。一度に大量に渡さないように気をつけ、症

状が続くようであれば、医師による診察を受けら

れるように協力することとしています。 
 また希望する人には、夏には蚊取り線香、冬に

はカイロを配っています。カイロは、春先でも、

腰痛の人に喜ばれました。今後もなるべく、時期

を長めにして、継続的に配布したほうがよいと考

えています。夏の蚊には、さされて不快になるだ

けでなく、不眠になるなどの害もあるので、蚊取

線香の希望は多くなっています。 

 また、他には、シップがほしいという要望もあ

りました。その他、簡単な消毒セットなども持っ

ていくかどうか、検討する必要があると思ってい

ます。 
 

2.6. オリエンテーションと学習会 

 今年度のはじめに、授業での発表のために夜回

りに参加した学生の一部が、野宿している人に対

して、いきなり年収や過去を聞いたことがありま

した。受け入れるにあたって、私たちとしては、

その学生たちの目的についてはっきりと認識して

おらず、また相手のことを尊重して、むやみにプ

ライバシーに踏み込まないというような原則につ

いて伝えることを怠っていたのです。 
 この件で、事前のオリエンテーションの仕方を

考えるべきだと痛感しました。従来のオリエンテ

ーションでは、野宿している方が抱えている問題

の説明に重点を置いていましたが、その後は自分

たちの活動について述べる時間を増やし、活動上

の原則について伝えるようにしています。 

 具体的には、初めての参加者には他のメンバー

より1時間ほど早めに来てもらい、経験者からオ

リエンテーションを行うようにしています。 

 また、生活保護などの説明を、参加者各自がき

ちんとできるようになることの必要性も感じてお

り、そのための学習会を開くべきだという話も出

ましたが、メンバーの個人的な努力にとどまり、

組織的に実施するにはいたっていません。 
 

コラム④ 一斉夜回り 
 神戸市内でどれだけの人が野宿しているのか。神戸市

は毎年調査していて、野宿者対策の根拠にしているが、

野宿者支援をしている側の実感を下回っている。自分た

ちでも調査が必要だと考え、1999 年から毎年、それぞ

れの夜回りの曜日などは異なっている諸支援団体が、7

月はじめに一定の日時を決めて一斉に野宿している人

の数を調査している。 

 今年までの 調査集計結果は以下の通り。 

年 男性 女性 不明 合計 前年比 

2005 年 305 9 4 318 81.54％ 

2004 年 370 18 2 390 88.44％ 

2003 年 419 14 8 441 90. 37％ 

2002 年 470 12 6 488 111. 42％ 

2001 年 416 8 14 438 86.56％ 

2000 年 464 13 29 506 101.40％ 

1999 年 472 14 13 499 － 

 神戸市内に関しては、減少の傾向がみられるが、生活

保護を受けるようになった人の数を差し引くと、新しく

野宿する人が 100 人規模で増えている。 
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3章 病院訪問と昼回り 

■ 私たちは前章で述べた月 2 回の「夜回り」のほかに、毎週 1 回「病院訪問」をしています。

また「夜回り」と「病院訪問」において出てきた課題に応じるため、随時「昼回り」を実施

します。ここではその「病院訪問」と「昼回り」の活動について述べます。 

 
3.1. 病院訪問の目的・対象区域・実施状況 

 「病院訪問」の目的は主に 2つです。ひとつは、
入院生活における困難を軽減し、治療が中断され

ないようにすること、2 つめは（本人が希望する
なら）退院後に野宿生活に戻らないで済むように

手伝うことです。 
 更生センターの近くの病院と、夜回り・昼回り

で知り合った人が入院した場合は、その病院に訪

問します。 
 基本的には毎週 1 回訪問します。昨年度は 53
回訪問できました。参加者は 8 月までは 1 人、9
月からはほぼ 2名。訪問した患者さんの数は 395
人ですから平均して毎回 7.4 人訪問しています。
定期的な訪問のほかに、住居確保や生活保護に関

する相談などで 180回病院を訪問しています。 
 
3.2. 病院訪問の活動 

 病院訪問では、野宿生活から、新しく入院した

人について、次のようなことに対応しています。 
 ①病院は入院に必要なものを準備するように求

めるが、本人では準備できない場合が多い。

神戸市は「行旅セット」と称して、入院した

人のために、着替え(寝巻き下着)、湯飲みや歯
ブラシ、石鹸、タオルなどを準備しているが、

届くのが遅いと、不自由する。 
 ②入院しても洗濯や、入浴、テレビそのほか現

金を要することは少なくない。生活保護の医

療扶助が決定すると毎月 23150円の日用品費
が支給される（手持ちのお金がないと、テレ

ビを見ることも洗濯も出来ない。そのときに

「貸してやろう」と声をかけ、後で日用品費

を受け取ったときに｢前に貸してやったから｣

と巻き上げられたりする）。出来るだけ早期に

担当のケースワーカーを決めて訪問し、行旅

セットを届け、面接し、貸付をするように福

祉事務所に対して要請する。 
 ③本人には、「退院すると帰る家がなかったら」

というビラを届け、基本的に退院後の心配は

ないから安心して治療に専念するように話す。 
 また、入院継続中の人には、次のように対応し

ています。 
 ①毎週一度は訪問し、退院後のことをケースワ

ーカーとよく話すよう薦める。 
 ②退屈だとついテレビを見る（1時間 50円）の
で、ラジオや無料の貸本を届ける。以前は古

本屋で買っていたが、最近は、古本を集めて

暮らしている仲間に寄贈してもらう本が多い。 
 ③病室は大部屋なのであまり込み入ったことは

話せないが、借金のことなど未解決の課題が

あることが分かれば解決法を相談する。ガン

を告知された方と話し込むこともある。 
 ④ケースワーカーに「面倒見るのは入院中だけ」

などと不当なことを言われた場合、本人の希

望に沿って、福祉事務所と話し合う（第 9 章
参照）。 

 退院する際に本人が希望すれば、野宿生活に戻

らなくても済むように、住居を確保し、同時に生

活保護を継続させるように努めます。具体的なこ

とは、第 9章をご覧下さい。 
 
3.3. 昼回りの目的と実施状況 

 「昼回り」の目的は、夜回り、病院訪問で知ら

された様々な問題（医療、住居確保から生活保護

受給、追立てと襲撃、野宿生活などに関すること）

のフォローが主になります。また夜回りでは気が

つかない人を探したり、夜回りではゆっくり聞け
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なかったことを聞かせてもらったりすることも課

題です。また、いろいろな相談の電話もあり、で

きることには応えたいと考えています。 
 昼回りする地域は夜回りと同じです。今年度の

実施回数は、夜回りや病院訪問で受けた相談のフ

ォローなど、述べ 566回（病院訪問の 180を引く
と 386回）でした。同じ問題に何回もかかる場合
もあり、一度に何人もの方を訪ねる場合もありま

す。 
 
3.4. 昼回りの参加者と活動内容 

 昼間は勤労者にしても学生にしても参加するの

は難しく、特に昼回りは前もって予定することは

少なく、突然用件が発生することが多いので、主

として退職した無職のメンバーが担当しています。 
 活動の内容は、基本的に「夜回り」と「病院訪

問」で寄せられた相談に対するフォローの活動な

ので、決まったものがあるわけではありません。

医療や生活保護、追い立てへの対応、年金やサラ

金の問題についての相談などを受けます。個々の

問題へどのように具体的に対応しているかは、第

Ⅱ部の各章で述べています。 
 こまごましたこととしては、毛布がなくなった、

寝袋がほしい、下着の替えがないなどの、いろい

ろな事についても相談を受け、不公平にならない

ように気をつけながら、できることに対応してい

ます。また、今年は例年になく台風が多かったた

め、昼回りで頻繁に安否を確かめに回りました。 
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4章 イベント参加・連続講座・読書会など 

■ ここでは、今年度に行った「夜回り」「昼回り」「病院訪問」以外の活動について紹介します。

灘チャレンジへの参加と連続講座の開催の 2 つが大きなことでした。 

 
4.1. 灘チャレンジ 

 6 月 6 日（日）に、灘区の都賀川公園で開催さ
れた灘チャレンジ（コラム②参照）に参加しまし

た。今年の灘チャレンジでは「野宿者の問題」を

テーマにした「風刺劇」が上演されました。 
 当日に私たちは展示ブースを出し「（前金・敷金

なしで貸してもらえる）家主さん募集」「赤ひげ先

生募集」など、たくさんの広告風の張り紙をしま

した。これは本当の広告ではなく来場者に説明を

読んでもらうのが意図だったのですが、実際にあ

る家主さんから「自分のアパートを貸してあげよ

う」という申し出を受けることができました。 
 また「うちで診てあげる」という「ろっこう医

療生協」からの申し出もありました。そのことで、

医療についても以前より受けやすくなりました。 
 
4.2. 連続講座の開催 

 2004年度には「ホームレスをめぐる 4つの話」
と題した連続講座を開催しました。詳細は、別途

に講演録をまとめていますので、そちらを読んで

いただけるとうれしいです。【表 3】にある主題と

講師で、様々な角度から「ホームレス」（住むとこ

ろのない人）の問題に光を当てる講演会とするこ

とができました。 
 日本社会には「ホームレス」の問題は当事者の

問題だという考えが根強くあります。何とか私た

ちの社会、私たち自身の問題だということを社会

に投げ返したいというのが企画の主旨でした。 
 2003年に、ある公園で野宿している人と近所に
住んでいる人とのトラブルが原因で、刑事事件に

なったことがありました。それ以来、どうしたら

地域社会の人権意識を強くすることが出来るか悩

んできました。それが講演会をしたいという原動

力でした。 

■ 表 3・2004 年度連続講座の実施内容 

■ 1 回目（7 月 31 日） 

「ホームレス」をめぐる現状と施策 
――被災地・神戸からの発信―― 

 講師：青木 茂幸氏（神戸の冬を支える会） 

■ 2 回目（9 月 4 日） 

「ホームレス」の人々の人権と自立の支援 
――支援活動の経験と憲法学の観点から―― 

 講師：笹沼 弘志氏（静岡大学助教授） 

■ 3 回目（10 月 2 日） 

「現場」において見えてきたもの 
――五感で感じた野宿当事者の思い―― 

 講師：中桐 康介氏（長居公園仲間の会） 

■ 4 回目（11 月 6 日） 

「ホームレス」と若者――「居場所」を求めて―― 

 講師：北村 年子氏（ルポライター、自己尊重トレー 

    ニング・トレーナー） 

 
 各回の参加者を平均すると 30.5 名でした。新
聞・雑誌などへの宣伝のため、いつも活動に参加

している人とは違う人たちに聞いてもらえたのは

評価できる点です。その一方で、こちらが「聞い

てもらいたい」と思っているところ（土木事務所・

福祉事務所・教育委員会・学校など）への呼びか

けができていなかった点が反省点となります。 
 なお、この連続講座の開催にあたっては、兵庫

県・生活復興県民ネットの 2004 年度地域活動推
進講座助成金を受けることができました。 
 
4.3. 読書会の開催 

 連続講座の終了後、メンバーの中から「ホーム

レス」を生み出す社会の矛盾――野宿したくない

人を野宿に追い込む社会的な要因――について、

より深く学習しようという気運が盛り上がり、読

書会を開催することとなりました。 
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 テキストには、渋谷望『魂の労働――ネオリベ

ラリズムの権力論』（青土社、2003年 11月）を選
び、今、新しい社会的弱者を生み出しつづけてい

る新自由主義の権力性について学ぶことを目的と

して、各月の第 3土曜日に行われるミーティング
の終了後に 4回実施しました。 
 読書会を通して、夜回り準備会で取り組んでい

る「住むところのない人、住むところを失いかね

ない人」を生み出す時代的背景について、大雑把

ながらその雰囲気をつかみとることはできたと思

います。また、夜回り準備会に参加しているメン

バーの中には、同時に介護労働の問題や、非正規

雇用の問題に取り組んでいる者もおり、そうした

他分野での取り組みにおいても、新自由主義の権

力性について考察することは重要だとの声も聞く

ことができました。 
 一方、各回のミーティング終了後の限られた時

間の中、やや抽象的な本書の記述に取り組むのに

は困難も多く、テキストを十分に消化せずに終了

してしまいました。 
 今後も機会をとらえて、論文や図書などを学習

することが確認されています。 
 
4.4. 越冬炊き出しへの参加 

 12月 27日から 1月 5日のあいだ、三宮・東遊
園地で行われた「冬の家」の炊き出しに今年も参

加しました。この「冬の家」は震災からずっと行

われている越年の支援活動で（「神戸の冬を支える

会」主催）、内容を変えながら、神戸の様々な支援

団体が集まり、現在は炊き出しや散髪、青空カラ

オケ、餅つきや医療・生活相談の活動などを行っ

ています。 
 神戸 YWCAは 1月 3 日の炊き出しを担当し、
メンバーのオリジナル･レシピでレンズ豆と挽肉

のカレーと、りんごのデザートを作りました。大

量に作ることはもちろん、いろんな人がああだこ

うだ言いながら作業にあたる現場の混乱をまとめ

ていくのもなかなか大変です。しかし、YWCAの
メンバーだけでは足りないところを、多くの人に

手伝ってもらい、作る人、食べる人という隔ての

ない炊き出しになったと思います。 
 おかげで、カレーの出来は上々、量も 350名ほ
どの分量をしっかり作ることができ、味も好評で

した。普段の夜回り活動とはまた違った、昼間の

炊き出し活動。寒さの厳しい中、お腹を満たすと

ともに、いろんな人のふれあいの場、つながりの

場としても、大切な取り組みであると思います。 
 

コラム⑤ 灘チャレンジ 
 阪神・淡路大震災を機に結成された「神戸大学学生震

災救援隊」と「神戸大学総合ボランティアセンター」が、

震災の年から地域の商店街や障害者の地域作業所、学童

保育所などいろいろなグループに呼びかけて毎年 6 月

はじめに開催する地域振興のためのお祭り。展示ブース

や模擬店、フリーマーケットなどの出展がある。 

 YWCA 夜回り準備会は 2000 年から参加してきた。き

っかけは、ちょっとしたことだった。何かイベントが開

催されると、その付近で野宿している人が追い出される

ということがよくある。灘チャレンジの会場になる公園

の傍にも 10 余人の人が野宿していたので、実行委員会

に対してそういうことが起こらないように申し入れに

行ったところ、「それなら、参加してそのことを訴えて

は」と言われ展示をした。次の年は、野宿している人が

暮らしの糧にしているアルミ缶はどれくらいで 1 キロ

になるか当てるゲームをしたりした。 

 こうしたことから、神戸大学の学生震災救援隊や関係

者と親しくなり、YWCA の夜回りが神戸大学ボランテ

ィア講座の体験現場になるきっかけにもなった。 

 2004 年度は「野宿者問題」が灘チャレンジのテーマ

に選ばれ、1 時間近い「風刺劇」もその問題を扱った。

私たちのブースは何をしようか迷って、「家主さん募

集」、「赤ひげ先生募集」、などといった張り紙をたくさ

ん張った。その下に、生活保護を受けたくても住むとこ

ろがないと受け付けてもらえない「違法な」現状や、病

気になっても、救急車で運ばれるか入院にならないと医

者にかかれない状況の説明を書いた。「……募集」とい

うのは説明を読んでもらうための、惹句だった。 
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4.5. 神戸大学ボランティア講座の実習生受け入れ

と更生センター見学 

 2005 年の 2 月から 3 月にかけて、神戸大学ボ
ランティア講座（神戸大学学務部主催）の実習生

を受け入れました。2003 年からはじめて年に 1
度、3 回目の受け入れになります。現在、定期的
な活動メンバーになっている学生の内、この講座

が活動のきっかけとなった者も多いのですが、今

年度は、はじめて活動に参加する実習生は 1名だ
けとやや寂しいことになりました。 
 今年度はボランティア講座実習の中に更生セン

ター見学のプログラムを組みました。以前から会

の中で、更生センターの見学をしてみたいという

要望もあったからです。既に活動に何回も参加し

ているメンバーでも、更生センターを実際に見学

したことのある者は少なかったので、この機に見

学することができたのは、意義のあることでした

（2月 26日に 8名、3月 11日に 5名が見学に参
加）。その後、更生センターのあり方などについて、

見学に参加したメンバーによってメーリングリス

トなどを利用して議論が展開されることになりま

した。 

■ 表 4・2004 年度の主な活動（夜回り・昼回り・病

院訪問・連続講座をのぞく） 

【2004 年】  

6 月 5（土）～6 日（日） 寄せ場交流会に参加 

6 月 6 日（日） 灘チャレンジ 2004 に模擬店出

店 

7 月 2 日（金） 一斉夜回り 

12 月 4 日（土） ワイワイパーティー 

12 月 18 日（土） 第 1 回読書会 

  

【2005 年】  

1 月 3 日（月） 越冬活動、神戸の冬を支える会

の炊き出しに参加 

1 月 15 日（土） 第 2 回読書会 

2 月 19 日（土） 第 3 回読書会 

2 月 25 日（金） 更生センター見学 

2 月 26 日（土） 神戸大学ボランティア講座 
実習受け入れ  

3 月 11 日（金） 更生センター見学 

3 月 12 日（土） 神戸大学ボランティア講座 
実習受け入れ 

3 月 19 日（土） 第 4 回読書会 
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野宿している人たちの状況と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 私たちが活動している灘区・東灘区で野宿している人たちが

抱える問題はどのようなものなのか。第Ⅱ部では、私たちが

2004 年度の夜回りや病院訪問、昼回りを通して見聞きし、

またその解決に向けて努力してきた、状況と課題を「健康と

医療」「追い立てと襲撃」「かかわる人々と団体」「生活と仕

事」「生活保護」の 5 項目に分けて述べていきます。 

■ ５章では、野宿している人の健康状態と、医療を受ける際の

困難について述べます。 

■ 6 章では追い立てと襲撃の問題について述べます。 

■ 7 章では野宿している人にかかわる周囲の人々――神戸市

の巡回相談員や、民間の「ぼったくり福祉」、さらに地域住

民――の様子を述べます。 

■ 8 章では野宿している人の生活と仕事の様子を述べます。 

■ 9 章では野宿から生活保護を受ける手順と、その困難につい

て述べます。 

（写真）野宿できないように手すりが付けられたベンチ
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5章 健康と医療 

■ 私たちの活動中、直面する問題の一つが健康と医療の問題です。ほとんどの人が何らかの病

気を抱えたまま野宿生活を強いられています。しかしながら、野宿している人が医療を受け

ることは現状では大変難しいのです。 

■ ここでは野宿している人がどのような健康上の問題を抱えているのか、また医療を受けるた

めにはどのような手立てがあるのかについてまとめました。 

 
5.1. 野宿している人の健康状態 

 私たちの活動中、直面する問題の一つが、健康

と医療の問題です。ほとんどの人が、何らかの病

気を抱えたまま野宿生活を強いられています。 
 夜回り準備会では市販の風邪薬、胃腸薬、下痢・

歯痛止めなどを持っていき、希望する人に渡すよ

うにしています。しかし、これは一時しのぎで問

題の解決になるわけではありません。必要なこと

は、地域の医療機関との連携によって、野宿生活

をしている人が、病状が命にかかわるような状態

に進行する前に、適切に医療を受けられる環境を

整えることだと考えています。 
 以下、本年度の夜回りで出会った方々の健康状

態から、いくつか気になるものを取り上げました。 
5.1.1. 消化器系の病 

 本年度、野宿生活から生活保護を受け、居宅保

護になったのにもかかわらず、胃の病が原因で間

もなく亡くなられた方がいました。その方が野宿

をしているときには、慢性的に胃腸が悪いとのこ

とで、「医者に見てもらったほうがいい」という意

見もありました。それだけに、もっと早く治療を

受けていれば、あるいは、もっと早く居宅で暮ら

せる状況にあれば、助かったのではないかと思い、

非常に悲しくなります。 
 他に、胃潰瘍の薬を飲んでいるので、その副作

用によりひじから手の指がしびれて、箸がもてず

にフォークやスプーンで食事をするという方もい

ました。その方は、自転車で仕事をするのですが、

足のしびれでこぎにくく、手指のしびれでブレー

キが掛けにくいとも訴えていました。 
 また「食事が不規則で胃が荒れる」と言ってい

た方もいました。厳しい野宿生活をしている方に

とって、胃腸などの消化器系の病気は珍しいこと

ではなく、しかも悪化した場合は生命にかかわる

事態になるのだということを痛感しています。 

5.1.2. アルコール問題 

 しんどい生活の中で気を晴らしたいということ

もあり、アルコールをかなり飲む人がいます。そ

もそも、野宿生活になった理由に、アルコール問

題が関係する人もいます。生活保護を受けて居宅

生活をするようになってから、かえってアルコー

ルの問題が深刻になる人もいます。 
 一般に、アルコールの問題が病気であるとの認

識はまだ弱く、個人のだらしなさのせいにされて

しまうことが多くあります。そうした認識不足が

問題の解決を阻んでいます。病院では入院中に飲

酒してしまうと退院させられることが多く、更生

センターでも飲酒すると即時退去になってしまい

ます。現在、私たちも、アルコール問題に対する

有効な取り組みは見出せないでいます。 

5.1.3 糖尿病 

 「糖尿病」はかつて「贅沢病」といわれてきた

ような背景もあり、養老孟司はその著書（『バカの

壁』）で「ホームレスが飢え死にしないような豊か

な社会が実現した……下手をすれば糖尿病になっ

ている人もいると聞きました」と述べていました。

また養老は「ホームレス」のことを「働かずに食

える」人たちともしています。しかし、こうした

記述には、大変な誤解があると思います。 
 野宿している人の中には、たしかに糖尿病の人

もいます。その理由は、働かずにたっぷり食べら

れるほどに豊かであるからではなく、朝から晩ま
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で働いても収入が少なく、生活が不安定なためで

す。まず、野宿生活では食材を衛生的なところで

調理することや、調理したものを保存することが

できません。また外食をするにも、弁当を買って

くるにも、そのお金がありません。そのため、ど

うしてもすぐに食べられるインスタントラーメン

などに食生活が偏ってしまうのです。 
 「500円だと、弁当は 1つしか買えない。でも、
ラーメンなら 5食分買ってもおつりがくるし、お
湯さえあればすぐできる」と語る方がいました。

野宿生活においては、食生活の貧しさと不安定さ

が糖尿病の原因となっていると見るべきです。 
 糖尿病を放置すると、目や手足に異常が起きた

り、血圧が上がったり、様々な合併症が出てしま

います。ただ、素人目に判断するのは難しく、医

師の検診を受け、治療を受けられる場につないで

いく必要があります。 
5.1.4. 外傷 

 重い外傷を受けた場合は、生命にかかわるので、

迷わず救急車を呼ぶように以前から勧めています。

また比較的「軽い」外傷の場合にどうするのか、

という問題もあります。あるとき「歩いていて何

かにつまづき、足を捻挫した。自転車に乗れない。

昨晩は痛くて寝られなかった」という症状を訴え

る方に出会ったものの、そのまま別れてしまった

ということがありました。幸い、後日メンバーの

車で病院に行き、治療してもらえました。 
 他にも、メンバー各自が外傷に対する応急処置

を覚えたほうがよいという意見もあります。しか

し、下手に処置をして悪化させるという危険性も

あり、現在は検討中です。 
5.1.5. 歯のトラブル 

 歯のトラブルを抱えている人も多くいます。こ

ちらが乾パンをお渡ししようとしたところ「乾パ

ンは歯が痛むので食べられない」と断る方もいま

した。また「歯がぐらぐらしている」と歯槽膿漏

の症状を訴えられる方もいました。 
 厄介なことに、歯のトラブルについては「命に

かかわるほどのものではない」と見なされ、他の

病気に比べて治療を受けにくいことが多いのです。

歯や口腔内のトラブルについては、今でも適切に

対応できないでいます。 
5.1.6. 後遺症 

 アルミ缶集めの途中で車にぶつかり、大腿骨骨

折という重傷を負い、入院した方がいました。入

院し治療後、野宿生活をしているのですが、足に

痛みが残っているそうです。 
 また、過去の仕事で負った古傷が、現在の生活

に影響しているというケースも多くあります。「昔、

工事現場で働いていたときに、クレーンが吊って

いた資材が足にあたり、半月板を損傷した。入院

したが、現場に復帰したかったので自分からギプ

スをはずしてもらった。そのために今のように足

痛になった」という方がいました。その方の場合、

「ゼロ災害」を守るため労災扱いにされず、治療

が中断したとのことでした。 
5.1.7. 障害 

 障害を持った人もいます。今年度、耳の聞こえ

ない方に出会いました。はじめは聞こえないこと

を知らずに話しかけてしまいましたが、その後は

筆談道具を用意するようにしました。 
 
5.2. 野宿から医療を受けるには 

 野宿している人が医療を受けるのは、困難なの

が現状です。現状では以下のような選択肢があり

ますが、それぞれに問題があります。 
①救急車を呼ぶ 
②更生センターの嘱託医の診察を受け、必要な

ら医療につなぐ 
③病院で診察を受ける 

 以下、この各選択肢の問題点を述べていきます。 
 
5.3. 救急車を呼ぶ 

 救急車は本当に緊急の場合に呼びます。救急車

で病院に運ばれて治療を受けたのは良いものの、

入院には至らず、その病院が生活の場から遠く離

れた神戸市北区であったので、延々と歩いて帰ら

なければいけなかったことが過去にありました。
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そうしたことを考えると安易に救急車を呼べば良

いとはいえません。 
 もちろん、生死にかかわるような容態の場合は、

迷わず救急車を呼びます。救急車で搬送された場

合、お金がなければ「行旅病人及行旅死亡人取扱

法」という法律で治療費が賄われます。ただし、

そのとき一回だけで、再び診て貰うことは出来な

いのが現実です。 
 
5.4. 更生センターに行く 

 更生センターには、毎週月･木の午後 2時から 3
時までのあいだ、嘱託の医者が定期的に来ている

ので、そこに行けば診察だけは受けられます。ま

た、そこで病気と認められれば、他の病院で検査

を受けられ、治療につながる可能性もあります。 
 しかし、遠路から体調の悪い状態で行かなけれ

ばならない場合は大変です。また、そのまま継続

して治療を受ける場合には、更生センターと同じ

建物にある更生援護相談所に泊まらなければなり

ません。しかし「泊まると生活基盤が崩れる」と

いう意見もあります。また、診察・治療に対して

抵抗があるという人もいます。「歯が痛むが、更生

センターでは抜かれてしまうので……」とためら

う人もいます。 
 
5.5. 病院での受診 

 野宿をしている人が自分一人で歩いて病院に行

くと、受付で「保険証はありますか」と聞かれ、

「ない」と言うと「全額自己負担ですが払えます

か？」と言われます。ここで途方にくれて、引き

下がらざるをえないことが多くあります。 
 一人で歩いていかず、誰かほかの人に運ばれる

などして行けば「行き倒れ」という扱いになり、

「行旅病人及行旅死亡人取扱法」という法律にも

とづき、神戸市が医療の費用を立て替えます。 
 またお金がないということであれば、福祉事務

所に生活保護を申請し、医療扶助で治療を受ける

ことはできます。ただこの方法は敷居が高く、お

金のないときに病院で医療を受けるのは難しいの

が実情です。 
 また病院や診療所は「行旅病人及行旅死亡人取

扱法」による費用を神戸市に請求することが出来

ますが、手続きを面倒に思うためか、救急車で来

た人以外は門前払いするのが実際です。 
 ですから、今年度の灘チャレンジ（13p・コラ
ム⑤参照）で「赤ひげ先生募集」と書いて募集し

たところ、ろっこう医療生協が「診療してあげる」

と申し出てくれたのは本当にうれしいことでした。

これで、病んでいる人に「一度お医者さんに見て

もらおう」と言えるようになった訳です。 
 
5.6. 野宿から医療を受ける困難 

 このように、野宿している人はなかなか医者に

かかりにくいのです。また、自分が重病だと知る

のが怖いという感情も働きます。さらに、病院で

の扱いに対する不信感もあります。 
 今年度中にも「A 病院の医者は藪だし、B 病院
に行くと一日がつぶれ（帰りに更生センターに報

告しなければならない）、仕事が出来ない。いつか

は精密検査が必要だと思うが、今は何とかなるの

で行かない」「A病院で、以前血を吐いたと言って
も気のせいと言われ、別の病院で潰瘍と言われた」

などといった話を聞きました。 
 また、治療を受けている医療機関の関係者が「あ

の人は国のお金で治療を受けて……」などの発言

をすることもあり、そうすると、野宿している人

はますます病院への不信感が強まり医療を忌避し

てしまうという悪循環にも陥ります。 
 野宿している人のほとんどが何らかの病気を抱

えているのではないかと思うのですが、これらの

理由で医者にかかることをためらい、いよいよ「病

院に行きたい」というときには重症になっている

ことが多いのです。 
 野宿していない人が病気で救急搬送されたり、

入院するのは人生の中で多くはありません。ほと

んどは通院で病気を治療するはずです。その通院

の可能性が、野宿している人には閉ざされている

のです。 



 19

6章 追い立てと襲撃 

■ 私たちが夜回りの活動の中で常に神経を尖らしてきたのが、追い立てと襲撃の問題です。追

い立ては、行政の都合や民間の工事、近所の人の要請などで行われます。 

■ また、襲撃も深刻な問題です。ここでは、私たちがどのように追い立てと襲撃の問題に取り

組んできたかということと、今年度に見聞きした襲撃と追い立ての事例について、述べてい

きます。 

 
6.1. 追い立てについて 

 私たちが出会う灘区・東灘区で野宿している人

の多くは、橋の下や河川敷、高架の下、公園など

に定住しています。その中で橋や河川敷、公園な

どは行政（県や市）が管轄していることが多く、

そこに生活している人に立ち退きを要求すること

があります。今年度も、多くの追い立てがありま

した。 
 
6.2. 追い立ての相談を受けたら 

 「立ち退いて欲しい」と言われたときには、ま

ず、誰から言われたのか、言う権利のある人から

なのか、行政の人だとするとどういう部署の人か

らなのかということを知らなければ、交渉のしよ

うがありません。 
 神戸市では、市の施設（公園・建物の敷地・港

湾施設など）に関しては、強制追い立てはしない

という約束になっています。どうしても移動して

ほしいという場合は、よく話し合うことになって

います。目的や理由を説明し、移動先や身の振り

方についての相談にも乗って、本人が納得すれば

移動する、というルールです。こういう約束にな

っているということと、それを伝えに来た人に記

入してもらう書式（移動を求める理由・担当部署・

連絡先・氏名などを記入してもらう）をビラに含

めています。これに記入してくれない場合、追い

立てを求めている人はその土地の権利関係に関係

がないと判ります。 
 
6.3. 行政との交渉 

 移動の要請が行政（役所）からの場合、担当部

局と話し合って、できるだけ納得のいく解決策を

探ります。私たちが回っている範囲ではあまり大

勢の人が固まって住んでいる場所がないので、集

団の力で抵抗するのは困難ですが、できる限り本

人の意思を尊重し、話し合いを支援しています。 
 公務員宛には「強制追い立ては違法です」とい

うビラを準備しています。公務員には憲法尊重の

義務があり、憲法には公務員に条約を尊重する義

務を課しています。そして日本が批准する国際人

権規約には衣食住の権利が人権として認められて

いて、強制追い立てはこれに反する、公務員が国

際人権規約違反をしてはいけない、ということが

書いてあります。追い立て対策のビラは巻末に収

録していますので、ご参照下さい。 
 
6.4. 今年度の追い立てについて 

 ここでは、今年度にあった、追い立ての事例に

ついて紹介していきます。 
6.4.1. 神社の横の空き地にて 

 A さんはある神社の横の空き地に小屋を立てて
暮らしていました。4月 10日には「東部土木事務
所の人が時々様子を見に来るが、追い立てはされ

ない」などの話を聞きました。ところが、その次

の夜回りのとき（4月 24日）にはブルーシートの
小屋はなくなっており、小屋のあった近くに Aさ
んは寝袋で寝ていました。そして「4月 19日月曜
日の大雨の日に、アタッシュケースを持ったスー

ツ姿の 3人がきて、雨がやんだら工事をするから
立ち退くように言われた」という話を聞きました。

「東部土木事務所の人ではなく、名刺もバッジも

なかった」そうです。それで Aさんはテントを捨



 20

てて寝袋で寝ていたのです。A さんが元々テント
を張っていたあたりには、 

立ち入り禁止／なかにはいってあそんではいけません

／張り紙等禁止／土地管理者 

というラミネートされた紙が貼ってありました。 
 A さんは、神社の宮司さんやその地域の自治会
長さんとは比較的良好な関係を結んでいたようで、

「神社の宮司は『たぶん工事はないだろう。市に

は金もないし……』と言っていた」「自治会長は『工

事が始まってから出れば良い』と言っていた」と

私たちに話してくれていましたが、次の夜回り（5
月 8日）では Aさんは既にいなくなっており、「立
ち入り禁止」の掲示があり、空き地を囲むフェン

スの隙間にトラロープが張られていました。後に

聞いた話では、神社の土地を市が買い上げたらし

いとのことですが、はっきりしたことは分かって

いません。 
6.4.2. 歩道橋下にて 

 4月 24日、2人の方が住んでいる、ある歩道橋
の下に行くと、退去勧告書が貼られていました。

文面は以下のとおり。 

勧告書／平成 16 年 4 月 22 日／物件所有者殿／あなた

が設置、放置しているこの物件は／道路法 32 条の規定

に違反しているので／撤去するよう勧告します／平成

16 年 5 月 5 日までに取り除かれない／場合は放置物と

して処理します。国土交通省 兵庫国土工事事務所／神

戸維持出張所／（電話番号略） 

 この勧告を受けて、1 人は反対側の歩道橋近く
へ移動し、もう 1人はまったく違う場所に移りま
した。 

6.4.3. ある埋立地にて 

 2 人の方が一緒に暮らしていましたが、側溝の
工事を理由に追い出されたようです。近くの他の

方からは「荷物が多すぎたのが原因らしい」（8月）
という声もありました。 

6.4.4. 埠頭にて 

 B さんが住んでいた車に貼り紙がしてありまし
た（8月 28日）。 

この物件は港湾施設に放置されております 至急移動

させてください／平成 16 年 8 月 20 日 神戸市長 摩

耶（No.略）／お問合せ先 神戸市みなと総局神戸港管

理事務所（電話番号略） 

 Bさんとは後日、違う場所で会えました（10月
9日）。するとその日に「港湾（みなと総局）から
荷物を撤去するように言われた」とのことでした。

「移動要請を受けたら、話し合いを要請できる」

ということをこちらから話しました。その次の夜

回りで訪ねたときには、B さんとは入れ違いにな
りご本人とは話せませんでしたが、再び紙が貼ら

れていたのを確認しました（10月 23日）。 

告 この車両は、港湾施設敷地にあって、みなさんに迷

惑をかけていますので、平成 16 年 10 月 31 日までに取

り除いてください。／もし期限を過ぎてもなおこのまま

放置されているときは、神戸市において撤去します。／

平成 16 年 10 月 21 日 神戸市長 お問い合わせ先／神

戸市みなと総局 神戸港管理事務所管理第 2 係（電話

番号略） 

 次の夜回り（11月 13 日）では撤去ビラは寝床
にも物置にも置いてあり、複数台あった車は撤去

されて一台だけになっていました。その次の夜回

り(11 月 27 日)では、その一台だけ残っていた車
のガラスも割れていて、B さんがそこにいらっし
ゃる様子はもうありませんでした。 

6.4.5. 鉄道の高架下にて 

 ここには誰かが住んでいる様子の寝床があった

ので数回訪ねましたが、結局、会うことはできま

せんでした。9月 25日の夜回りのときに、赤文字
で書かれた工事予告の貼り紙がありました。 

工事名 （地名略）高架下駐車場新設工事／施工期間 

平成 16 年 10 月 1 日～平成 16 年 11 月 15 日／＊高架

下にある物品は平成 16 年 10 月 1 日までに撤去を願い

ます。／撤去なき場合は、当社にて自由に処分いたしま

す。（会社名略） 

 次の夜回り(10月 9日)では既に工事が始まって
おり、住んでいた跡はまったくなくなっていまし

た。 

6.4.6. 川辺の高架下にて 

 ここには、かつては最大 9人の方が住んでいま
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したが、年金が受給できるようになって居宅生活

に移ったり、「エヌピーオー」と呼ばれる民間施設

（7 章参照）に入所した方がいて、最後は２人だ
けが生活している状態になっていました。 
 2004年 10月 9日の夜回りのとき、以下のよう
な貼り紙がありました。 

平成 16 年 10 月 18 日から平成 17 年 12 月末まで工事

／JR から国道 2 号線まで 河川改修 更生援護相談所

が住居、生活などの相談に応じる。／相談窓口（電話番

号略） 担当（担当者名・電話番号略） 

 次の夜回り(10 月 23 日)では荷物は既になくな
っており、ロープが張られ工事が始まっている様

子でした。ここにいた人のうち、一人は近くに移

り、もう一人は知り合いを頼って出て行かれたと

の話を、違う方から聞きました。貼り紙には、相

談窓口が置かれたとアナウンスがされているもの

の、二人とも利用しなかったようです。これはな

ぜなのか、きちんと考える必要があります。 

6.4.7. 河口にて 

 11月 13 日の夜回りで、立ち退きの話を聞きま
した。そこには Cさんと Dさんがいました。Dさ
んの話によると「神戸市の公園課と巡回相談員が

来た。橋脚のペンキを塗り替えるので、立ち退い

て欲しいとのこと」ということでした。その後、

Cさんは更生センターを経て病院に入院、Dさん
は現況届けが出せず滞っていた年金が復活し、灘

チャレンジで出会った家主さんの所有する、西区

のアパートに入居しました。 

6.4.8. 3回の移転 

 11月 27 日の夜回りで出会った方から、ある歩
道にいた Eさんが、今いる歩道から出るように言
われていると聞きました。Eさんは、2003年度末
に他所から歩道に移ってきていました。その後 E
さんは、以前近くに住んでいた知り合いのところ

に移りましたが、今度はそこも工事のために立ち

退きを求められるようになりました。E さんは、
この一年間だけで、3 回も住まいを変えなければ
ならなかったのです。 

6.4.9. 住宅地内の公園にて 

 住宅地内の小さな公園に住んでいた方がいまし

たが、12月 11日の夜回りで訪ねると、神戸市か
らの警告の貼り紙「15日までに撤去しなければ処
分する」が公園中央にあった荷物の上に貼ってあ

り、本人には会えませんでした。次の夜回り(12
月 25 日)では既に荷物は撤去されており、本人に
は会えませんでした。 

6.4.10. 橋の下にて 

 橋の下で暮らしている方がいて、2005年 1月 8
日の夜回りでそこを訪ね、橋の下を見ると、東側

に自転車、西側に荷物や布団などがあり、また壁

に撤去の通告が貼ってありました。 

通告 ここは河川区域につき、あなたの荷物を 17 年

1 月 19 日までに撤去してください。／期日までに撤去

されない場合には、不法投棄物件とみなし、当所におい

て処分します。／平成 17 年 1 月 6 日 兵庫県神戸県民

局 神戸土木事務所（電話番号略） 

 その後の夜回り（2月 26日）で訪ねると、今度
は撤去ビラが張ってありました。 

告知 この場所に放置してあった物件は、平成 17 年 1

月 26 日ゴミとして処分しました。／平成 17 年 1 月 26

日 神戸市土木事務所 

 3月 26日の夜回りで訪ねると、本人は就寝中で
したが物が増えており、警告書が貼ってありまし

た。 

警告 河川敷地に自転車・荷物を放置することを禁止し

ます。すみやかに移動してください。／平成 17 年 3 月

3 日 兵庫県土木事務所 

 後日に、この方に話を聞くと、特に立ち退きを

言われているわけではなく、自転車などが撤去さ

れたことについては別に構わない、という様子で

した。 

6.4.11. 海辺の公園 

 ある海辺の公園で、2005年 2月 12日に「昔は
他にもたくさんここに寝ておられたが、今はメリ

ケンパークのほうへ行ったのではないか。12月 1
日～3 日にイベントのための追い立てがあったそ
う」という話を聞いた。おそらく、近くに新しく
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建設された温泉施設の開館イベントのためだと思

われます。 

6.4.12. 天皇のための整理 

 2005 年 1 月 8 日、ある方から「歩道上の荷物
は、1月 15日と 17日に関西国際空港に行く天皇
が通るので、片付けるよういわれている」という

話を聞きました。1月 17 日は、阪神･淡路大震災
被災から 10 周年ということで、天皇を招いた盛
大な式典が行われ、世界防災会議が開かれました。

その影響で、沿線の野宿している人々は荷物を片

付けなければならなくなりました。 
 
6.5. 襲撃について 

 一方、襲撃に関してはあまり有効な対策があり

ません。警察に相談しても、下手をすると「そこ

にいるからいけない」「そこから出て行け」と言わ

れます。それでも最近は、警察も自分の管内で事

件が起こるのはいやだからか、「ホームレス襲撃」

の事件が新聞で報道されたときなどはパトロール

を強化するようです。 
 今年度は、野宿している人たちの自転車が川に

投げ込まれることがありました。「夜暴走族が来る

が、黙っていれば何も悪さしない。うるさいなど

というと、卵を投げられたりする」という声も聞

きました。これらのことがあって怖いので公園に

住めず、夜は歩き回っている人もいます。 
 テントが子どもに襲われるという事件も今年度

の最後にありました。以下に紹介します。 
6.5.1. 駐車場での襲撃事件 

 2005 年の 3 月に駐車場で野宿している人のテ
ントが、数人の子どもに襲われる事件がありまし

た。この事件については襲われた本人（以下、A
さんとします）が手帳に記録を残していたため、

その経緯についてはつまびらかにすることができ

ます。 
 3月 25日、朝 9時から午後 2時半まで、Aさん
が缶集めに外出していました。その間に、A さん
のテントと、近くに住んでいるもう一人の方のテ

ントが襲われました。テントの中にあった家具の

引き出しなども、中身をすべて空けられ、テント

は住めないような状態にされていました。また A
さんはテントにおいてあった 4000 円を盗まれま
した。このときには、誰がやったのかは分かりま

せんでした。 
 A さんは、親しくしていた近所の居宅の人（以
下、B さんとします）とともに近所の交番に被害
届けを出しに行きました。ただそのとき、A さん
は 4000 円を盗まれたことを、言い忘れたのか、
言い出しにくかったのか、伝えませんでした。そ

のためでしょうか、後日、私たちがその交番に確

認したところ、この事件については警察は調書さ

え取っていないことが分かりました。 
 その後、その翌日や、数日後にも、中学生程度

の年頃に見える子ども 4人ほどがテントのあたり
に何回もやってきました。この子どもたちは 25
日にテントの近くから持ち去られていた鉄パイプ

を持っていたので、襲撃の犯人に間違いなさそう

です。 
 A さんは缶集めの仕事も休み、B さんとともに
追いかけるのですが、つかまえることができませ

ん。また警察にも何度も通報しますが、警察官が

来たときには子どもたちはいなくなっているとい

うことの繰り返しでした。3 月の 29 日には B さ
んが子どもたちに投石され、頭を負傷することに

もなりました。 
 その 29日に、Bさんから電話がかかってきて、
私たちはこの事件を知ることとなりました。 
 30 日に、メンバー3 人で A さんと B さんにお
話をうかがいに行きました。おふたりは、現れた

とき警察を呼ぶが、何度も呼んでも少年たちがす

ぐ逃げてしまって警察が確認できないので、警察

が相手にしてくれなくなるのではないかというこ

とを懸念していました。 
 そこで、私たちは管轄の交番に行き、 当番の相
談員に事情を話しました。このときに、最初の襲

撃事件について、調書も取られていないことが分

かったのです。 
 また、襲撃した子どもの年頃が中学生くらいと
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いうことなので、その校区の中学校に行き、先生

に Aさんの事件のことを伝えました。また、この
中学校では野宿している人たちのことについて話

をすることなどあるのかその先生に質問すると、

「そういった事件が起こっていることは話に聞い

ているが、実際にこの近くであるということは初

めて聞いた。春休みに入る前に、春休みの生活の

注意などはしているが、ホームレスの人のことに

ついては話していない」とのことでした。 
 その後、3 月 31 日に B さんに電話で経過を聞
くと、その日、Aさんと Bさんは子どもたちに「悪
さはやめろ、警察にも話してある。もうしないと

約束するなら許してやる」と言うことができ、相

手は「おっちゃんゴメンなさい。もうしません」

といって立ち去ったとのことでした。また、子ど

もたちは、小学校を卒業してちょうど中学校に進

学したばかりの学年ということも分かりました。 
 それから今までのところ、そこでは襲撃は起き

ていません。襲撃が起きたときの警察とのやりと

りについてや、中学校・小学校への働きかけの必

要性などは、私たちとしても今後の課題だと考え

ています。 
 
6.6. 偏見と向き合う 

 追い立てについては、役所と話すのはまだいい

のですが、周辺に住んでいる人が役所に野宿して

いる人を追い出してほしいと言うと、役所は市民

の声を尊重するといって圧力をかけるようです。

この市民の声や偏見とどのように向き合うのかが

課題になります。 
 襲撃についても同様です。襲撃したのが子ども

の場合には、近くの学校や教育委員会と話し合っ

て、子どもの理解を深めたいと思っていますが、

具体的な取り組みにはなっていません。 
 1998年の西宮事件の後、教育委員会と話し合い
をしたことがありました。そのとき、向こうから

「なぜあの人たちは生活保護を受けないのでしょ

う？」と聞かれました。受けられるのに受けない

でいる、よほど野宿が好きなのだろうと、その教

育委員会の職員は思っていたそうです。住まいが

ないと受けられない実情を話すと、驚いていまし

た。こういう誤解は市民にもあります。何年か前、

近所の自治会長が公園で野宿している人に「出て

行け」「保護を受けたら良いじゃないか」と言うの

で実際には受けられないことを本人がその会長に

話すと、納得して帰っていったことがありました。 
 
6.7. 「住む」とはどういうことか 

 そもそも「住む」ということはどういうことな

のでしょうか。震災後の神戸では住む人の都合を

考えない仮設住宅が多いという批判がありました。

仕事に通うのに不便だ、子どもの学校が変わって

しまう、なじんだお医者さんのところにいけない

等々。水が手に入りトイレが使える、危なくない、

環境から身を守れる等いろいろな条件があって、

はじめて住むことができます。追い立てる側はど

こにでも行けばよいと思うのでしょうが、代わり

の場所を見つけるのはたやすいことではありませ

ん。条件が良さそうな場所でも、先に野宿してい

る人がいて、入れてもらえないこともあります。 
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7章 かかわる人々と団体 

■ 野宿している人たちのところに訪れる人や団体は様々で、私たち自身もそうした団体の 1 つ

です。ここでは、行政（主に神戸市）や私たち以外の民間団体、そして地域社会の野宿して

いる人へのかかわりについて、今年度の活動で私たちが知りえたことを中心に紹介します。 

 

7.1. 神戸市の巡回相談員 

 私たちが活動で訪問している神戸市東部の地域

では、本庁（建設局公園砂防部管理課）の人、土

木事務所（建設局東部建設事務所公園緑地係）の

人、みなと総局の人、ホームレス巡回相談員、更

生センターの職員などがしばしば回ってくるよう

です。そのなかでも比較的多いと思われるのが、

巡回相談員と更生センターの職員です。 
 神戸市は今年度から「ホームレスの自立の支援

等に関する特別措置法」に基づいて、「巡回相談員」

を 2 名置くことになりました。事務所は兵庫荘
（26p・コラム⑦参照）におかれ、相談員は市の
嘱託職員です。市内で野宿している人を巡回訪問

し、相談に応じていますが、実際の権限はあまり

なく、予算はほとんどが人件費のようです。 
 野宿している人の中には、相談員の対応を「親

切だ」と評価するケースもありますが、一方で「相

談員がしばしば来るので、（現在いる場所を）出ざ

るを得ないと思った」と言うように、相談員の活

動を追い立ての圧力と感じた人もいました。 
 巡回相談員から YWCA に「あそこにいる○○
さんが弱っている。何とかしてくれないか。敷金

なしの部屋を紹介して欲しい」といった連絡があ

ります。困っている人のために連携することは必

要ですが、行政が（生活保護法に基づいて、きち

んと行政が敷金を出すなど）なすべきことを避け

るための下請けに私たちがなってはいけないとも

思います。 
 
7.2. 更生センターの職員 

 更生センターの職員も（更生援護相談所の業務

の一環として）、野宿している人のところを訪ねま

す。野宿している人からは「更生の人は夏には勧

誘に来るが、冬は泊まる人が多いからか誘いに来

ない」という話を聞きました。更生センターにつ

いては、あまりよい評判を聞くことはありません。

「6 人部屋と聞いて断った」「虫が出るからイヤ
だ」「当番制があるのはいや」という声を聞きます。

また「職員に人間扱いされない」という苦情も聞

きます。 
 一方で、雨の時は更生に泊まるという人も多く、

緊急の際のしのぎの場として更生援護相談所は利

用されています。野宿している人の生活にとって

は、やはり重要な施設です（26p・コラム⑥参照）。 
 

7.3. 民間施設からの勧誘 

 今年度は「自分は NPO の者ですが」と名乗る
人々が施設入所の勧誘に来たという話をたびたび

聞きました。おそらく、大阪で「ぼったくり福祉」

などと呼ばれる類の団体だと思われます。 
 営利目的の宿泊施設を持ち、野宿している人を

宿泊させて生活保護を申請させ、その人が受け取

るべき保護費のほとんどを宿泊費、電気代、食費

などの名目で巻き上げる団体です。 
 生活保護では、家賃（上限約 4万円－地域によ
る）、生活費（単身の場合神戸では約 8万円－年齢
で上下する）を併せて合計約 12 万円を毎月受け
取りますが、大阪にある悪質な施設では、その内

の 1万円しか本人に渡しません。 
 今年度に私たちが噂を聞いた神戸の民間施設は、

就労支援の NPO 法人として登録し活動を行って
いて、本人には約 3万円渡るようです。神戸市の
更生センターでは本人には 2000 円しか現金が渡
らないということもあり、このいわゆる「エヌピ
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ーオー」を希望する人も少なくありません。ただ、

今年度中には 5人の方から、いったん「エヌピー
オー」に入ったものの、そこを出てアパートで保

護を受けたいという相談も受けています。 
 以下、活動を通じて野宿している人たちから聞

いた、その民間施設に関すると思われる話を紹介

します。あくまで伝聞であるので、事実かどうか

はわかりません。しかし、野宿している人たちが

「エヌピーオー」と呼んでいる民間施設と実際に

どのように接しているのか、一つの参考になるか

と思います。 
「『エヌピーオー』が来た。施設の勧誘に来たの

で、市の人かときくと、違うというので『エヌピ

ーオー』かと聞くとそうだといった。犬が飼える

か聞くと駄目と言うので、断った。知り合いで、

はいって月 3万もらっている人がいる。朝夕 2食

出るが、期限切れ弁当のところもある」 

「ここに住んでいた 2 人が『エヌピーオー』に入

った。ご飯味噌汁はおかわり自由、おかず 3 品つ

き、タバコ代を引いて 4 万手元に残るといわれて

入った」 

「東灘に 2～3 ヶ月前に更生センターのようなも

のができたと聞いているが何なのか。仲間が何人

か泊まりに行っているらしい」 

「（民間施設の話は）3 ヶ月前から聞いている。

やくざ関係との噂を聞く。入ったらでられないよ」 

「いままでは『エヌピーオー』にいたが、鬱陶し

いので出たい。部屋を世話してほしい。自由にな

るのは 36000 円で、更生センターの小遣いよりは

はるかによく、3 畳の個室である点も更生よりま

しだが、やはりアパートがいい」 

「（民間施設から）誘いはあったが、良くなさそ

うなので行かない。個室というが、仕切りは薄い」 

 

7.4. 地域社会との関係 

 2003年春から夏にかけて、私たちが訪問してい

る先の、ある公園で野宿している方と、その付近

に住む住民とのあいだで事件が起こり、裁判が行

われ、その方は執行猶予つきの有罪となりました。 

 その後、近所の住民が、野宿する人がベンチに

横になれないように仕切りの金具をつけたことを

めぐって、住民・土木事務所・私たちとの三者の

あいだで話し合いの場を持つことになりました。

話し合いといっても、一度きりで留まったままで

すが、この事件が今年度に一般向けの連続講座を

開く動機の一つとなりました。 
 今年度の活動でも、野宿している人たちから、

周辺の住民たちとの関係について聞く機会は何度

かありました。「風邪を引いていたが治った。おば

さんが薬を持ってきてくれる」というように、地

域の人に親切にしてもらうという話もあります。

また、人によっては「公園の掃除などして、町内

会から月 5万円貰っている」や、「古い知り合いの
家に週に一度掃除のバイトに行っている」といっ

たように、地域との関係から仕事を得ている場合

もあります。 
 しかし、残念なことに、嫌がらせをされたとい

う声も多く聞きます。近所の人に荷物を持ってい

かれるなどのことです。「ここは住民もうるさいの

で、いつまでいれるか分からない」といったよう

な不安の声はたびたび聞きます。また、知らない

人が勝手に捨てていった粗大ゴミなのに、周辺か

らの苦情が出たからと役所に命じられ、自分の持

ち物ではない TV や冷蔵庫、古タイヤなどを片付
けさせられた人もいました。 
 野宿している人たちの住まいには、鍵どころか

ドアや壁さえもありません。持ち物を安心して管

理できませんし、土足で踏み込まれる危険性も抱

えています。プライバシーを守ることは不可能で

す。できるだけトラブルを避けるため、多くの人

が目につかない場所で暮らそうとしますが、そう

なると生活条件が厳しくなり、病気にもかかりや

すくなります。 
 「なぜ、その人がそこで暮らさなければならな

いのか」。いてもらうと嫌だなと思う前にこのこと

を理解してほしいと私たちは思っています。今後

もできるだけ外部に働きかけ、野宿している人た

ちの実情を知らせたいと考えています。 
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コラム⑥ 更生センター・更生援護相談所 
 ＪＲ灘駅のそばに、更生センターという建物がある。こ

こは神戸市が生活保護法に基づいて設立した更生施設で、

いろいろな位置づけがあるが、現在は住むところのない男

性が入る施設になっている（女性は入れない）。3 階が居

住空間で、そこでは畳 2 枚程度の空間が占有でき、3 度の

食事が提供され、週 2 回入浴できる。 

 入居すると内部作業（内職）や外部作業（公園の草刈な

ど）、掃除当番などがある。6 人部屋・4 人部屋なので人間

関係が難しく、そのため入所を希望しない人も多い。小遣

いは月 2000 円で、禁酒を求められる。定員 50 名。 

 同じ建物の 1 階部分（2 階が入り口なので地下のように

感じられる）が更生援護相談所という社会福祉法に基づく

神戸市立の一時宿泊施設である。夕方記名すれば無料で宿

泊できる。朝 8 時ごろには出なければならない。ただ、雨

の日は昼間もいることができる。また病気であれば、晴れ

ていても、昼間もいることができる。 

（写真）更生センターの外観  

 

 更生援護相談所での食事は年末年始には出るが、年明け

から次第に減っていき、3 月頃からは出なくなる。それで

も 1 日にパン 1 個が、位置づけははっきりしないものの提

供される。シャワー・入浴は 3 週間に一度くらい。2 段ベ

ッドなどで 80 床ほどあり、年末年始には 100 人以上が宿

泊する。 

 更生センターと更生援護相談所という 2 つの施設が同

じ建物にあり、職員も同じなので利用者は混乱する。下（更

生援護相談所）に泊まると風呂も食事もなく、毎日違うベ

ッドで寝ることになり、前に泊まった人がシラミなどを残

していくと痒い思いをする。 

（図）更生センター平面図  

 
 職員が「弱っている」と判断すると、「上にあがるか（3

階の更生センターに入所し生活保護を受けるか）」と声を

かけるので、「職員に気に入られた人には食事が出て、風

呂にもはいれる」と誤解する人も少なくない。 

 週 2 回（月曜と木曜の午後）嘱託の医師による診察が

ある。急病であるか重篤ならばすぐ病院に搬送される。そ

こまでの状態ではなくとも、医師が病気かもしれないと判

断すると近くの病院で検診するよう手配される。 

 病院では最初は治療・投薬はせずに診断結果だけを更生

援護相談所に連絡する。その結果、病気だと診断されると、

相談所は「医療券」を発行し、ようやく治療を受けられる

ようになる。治療を受けるためには更生センターに入所す

るか、（原則として）相談所に宿泊しなければならない。

自分の住んでいるテントやそこでの仕事、飼っている犬や

猫が心配で相談所に泊りたくないという人は医療を断念

するしかない。 

 

コラム⑦ 神戸市の低家賃施設について 
 更生センター、更生援護相談所のほかに、自分で収入が

ある人のために「兵庫荘」（神戸市立）という一泊 50 円（月

1500 円）の施設がある。また「磯上荘」（神戸市社会福祉

協議会）という一泊 200 円（月 6000 円）の低家賃の施設

もある。どちらも、仕事が途切れて家賃を払えなくなると

出されてしまう。 
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8章 生活と仕事 

■ ここでは、私たちが今年度の活動を通してふれた、野宿している人の生活と仕事の様子につ

いて書いています。 

■ 2004 年度の特徴としては、台風がたびたび来たこと、神戸市のリサイクル工場の設置とゴ

ミ回収のルール変更で野宿している人の仕事が大きく減ったことがあります。 

 

8.1. 自然災害 

 私たちが活動で訪問するところは、ほとんどが

テントを張るなどして生活している人たちです。

その日その日、毛布一枚を持って軒先を移動する

生活をしている人に比べれば、雨露はしのげ、身

をさらす危険も相対的に少なくはあります。それ

でも、大きな自然災害があれば、受ける被害はた

いへんなものになります。 
 河川敷に住んでいる人々であれば、その生活は

常に川の氾濫と隣り合わせとなります。あるとき、

河原に置いてあるベッドの向きが以前とは変わっ

ているのでどうしてかを聞くと、「3月の大雨の時、
いつもは逃げるが、今回はいてやれと思ってとど

まったら、置いてあるものが流された。北枕は縁

起が良くないので、西向きにした」と言っていま

した。「先週は雨で、逃げる用意をしていたのに、

寝てしまい、長靴を流された。靴で済んでよかっ

た」という話も聞きました。神戸は海と山が近い

ので、少しの雨でもすぐ増水し、常に警戒してい

ないといけないので大変です。 
 雨の日に、ある川に夜回りに行くと、各自が荷

物をキャリーケースにきれいにまとめ、高いとこ

ろからつるしてあるのを見ました。下から増水し

ても荷物を流されないようにする工夫です。そこ

は今年度途中に工事が行われ、現在はもう誰も住

んでいませんが、当時は見るたびに、その工夫に

感嘆したものでした。 
 今年度は、台風が多数上陸し、大雨・高潮が何

度も発生しました。特に海辺、川辺に住んでいる

人の生活が危険な状態にさらされ、被害も大きい

ものでした。ある人は、台風時に波を被って物が

流されてしまい、自分たちは避難せざるを得なか

ったことを話してくれました。また別の人は、物

を置くために組んでいたやぐらが流され、寝床に

も波が打ち込み、被害が大きかったそうです。 
 何度も台風が来たので、海辺・川辺に住む人々

も、模様替えや補強を自分たちで行っていました。

海辺で暮らす人たちの中には、防潮堤よりも低い

位置にいる場合があります。台風が近づいたとき、

ニュースで交通状況などが随時細かく報道されま

す。そのことはとても大切なことです。しかし、

野宿している人たちの状況は報道されません。た

とえ野宿している人が犠牲になっても、報道され

ることはないでしょう。リポーターが必死になっ

て報道するすぐそばに、野宿している人たちがい

るのではないかと思うときがあります。 
 

8.2. 仕事 

 昔は、一日働けばその日の労賃を手に入れられ

る日雇い労働の仕事がありましたが、近年減って

きています。野宿になると、「住所」がないためハ

ローワークに行っても連絡先が書けず、年齢が高

いとなおさら仕事は回ってきません。たとえ、う

まく仕事に就けたとしても、給料を手に入れられ

るのは 1ヶ月後になってしまいます。 
 そのため、野宿をしている人の多くが、アルミ

缶や粗ゴミなどを集める仕事をしています。 
8.2.1. アルミ缶・粗ゴミ集め 

 その日生きるためのお金を手に入れるため、ア

ルミ缶や粗ゴミなどを集めて売る話をよく聞きま

す。 
「尼崎と神戸を 10日～2週間くらいで行き来して

いる。アルミは、尼崎では 1kgで 105円だが神戸

では 75円。神戸のほうが集めやすい。朝、尼崎に
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持っていくと飲み物を一杯くれる。往復の途中も

集める」 

「山の麓の方まで自転車で家電製品を集めに回る。

金、プラチナ、銀製品を集めている。以前ゴルフ

のカップが大量に捨ててあり、銀製品だけ売った。

最近は銀の価格が下がっている」。 

 他に電線の切れはしなどから銅を取り出して売

る人もいます。 
 「コンポ・スピーカーセットで 7000円、スピー

カーだけで 1000 円、小さいラジカセだと以前は

2500円だったが今は 1000円」 

「家電製品ではコンポは売れるが、ラジカセは大

きいので 1000円、テレビはビデオ付や色のついた

物はまったく売れない。ビデオデッキも売れない」 

 こうした品物の相場を聞かせてもらっていると、

時代の変化を感じさせられます。 
「（品物が）集まらなかった友人に、プレイステ

ーションをあげたら、3000円になった。ロレック

スを 4つ見つけた。バッタモンでも 2000×4＝8000

円になる。セイコーなどは偽物が出ない。貴金属・

装飾品が捨ててあるのは、別れた相手にもらった

ものだろう。破った写真と一緒のこともある」 

 こういう話を聞くと、モノの豊かさに浸ってい

る現代社会の一面を垣間見ることができます。 
 私たちが出会う人の多くはテント小屋に定住し

て自転車で集めにまわっていますが、大阪を拠点

に兵庫、奈良、京都、和歌山、篠山、福知山、池

田、川西、箕面などを回り缶を集めるという、ま

るで旅人のような生活をする人に会ったこともあ

ります。 
 気候や天候は仕事に大きな影響を与えます。先

ほど書いた自然災害はもちろんのこと、「今週は雨

がちで 1日しか働けなかった」「缶を集めているが、
冬は集まりにくい」といったちょっとしたことが

仕事にも大きく影響します。それだけではなく、

思わぬ「人災」にも遭うこともあります。 
「ルミナリエで三宮周辺が混雑しているから、元

町に売りにいくのに通りにくい」 

「尼崎には自転車で 2 時間で行く。何度か警官に

自転車を止められて、盗難車かどうか調べられた。

正直に、ゴミから拾ったといえば大丈夫。途上で、

2回車にはねられたが、ひどくはなかった」 

 空き缶などを集める様子を見かけるだけでは想

像が及ばないような苦労を、集めている人たちは

味わっているのです。 
8.2.2. 神戸市のリサイクル工場営業とゴミ分別方法の

変更による影響 

 今年度は、神戸でこれらの仕事を生業としてい

る人たちがさらに厳しい状況に追い込まれていま

す。市がリサイクル工場を造り、本格的にリサイ

クル事業に乗り出したことで、今まで手にはいっ

ていた粗ゴミが集めにくくなったためです。粗ゴ

ミを集めていたある人は「市が食えなくした」と

私たちに不満を訴えていました。この人はその後

に体調を崩してしまい、生活保護を受けてアパー

トで暮らしています。 
 さらに 11 月から神戸市のゴミ分別収集が厳し
くなり、アルミ缶などが集めにくくなりました。

そこへ、粗ゴミ集めが難しくなった人が「参入」

してきたので、アルミ缶集めがさらに厳しくなっ

ています。実際、「日銭を稼ぐのは以前よりしんど

い」という声を聞きます。資源ゴミの収集、リサ

イクル活動に市が積極的に取り組むようになった

ことを、一方的に非難するわけではありません。

ただ、そのアルミ缶が人々の命をつなぐ大事な資

源となっていることを市はきちんと把握し、就業

支援や福祉施策の充実などに取り組んでから、リ

サイクル活動を行ってほしいと思うのです。 
8.2.3. 日雇いの仕事 

 一方、日雇いの仕事に行っているという話も、

少ないながら聞きます。3 人で住んでいるが、そ
のうち 2人が人夫出しの飯場に住み込み、さまざ
まな現場で働いていて長期間空けている、という

場所もあります。また、開店セールで特価のもの

を仕入れて転売する人に雇われて、前の日の夜か

ら泊まるようなバイトを個人的なつながりから得

ている人もいました。 
 とはいえ、日雇い労働の仕事は相変わらず少な
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いのが現状です。今年度は次のような話を聞きま

した。 
「仕事がない。新開地では顔付け（手配師と顔な

じみになっている人のこと）ばかりで、声がかか

らず、現場に行くバスに乗れないから、西成（釜

ヶ崎のあいりん地区）に行くが、仕事に就いても、

現場が止まると新人から仕事がなくなる」 

 また、建物の外工の配線工事を仕事としている

人からは以下のような話を聞きました。 
「最近は仕事が全然ない。8月にはいって、2日だ

け。内装はあるが外工はどんどん減っている。震

災後の建設も終わったしなあ」 

 

8.3. 年金 

 夜回りや昼回りで幾度か受けた相談に、年金問

題があります。長年働いてきたので年金の受給資

格はあるのですが、受給年齢になっていないので

野宿して待っている人もいます。また、年金受給

を申請しようとして、住所がないために手続きで

きない場合もあります。今まで年金を受けていた

が事情があってアパートを出て、年に一度提出し

なければならない「現況届」のはがきが受け取れ

ず、年金がストップしたという相談もありました。

連絡先、すなわち住所がないと持っている権利も

失うことになってしまうのです。 
年金が受けられるのに「住所」がないという相

談を受けた場合、メンバーの一人が連絡先となっ

て、年金関連の手続きをすることが出来るように

します。無事に年金を受け取れるようになってか

ら「出会ったころはもう死ぬしかないかと思って

いた」と言われたことがありました。住所のある

人にとってはなんでもないことが、ない人にとっ

ては「自分では解決できない困難」になる一例で

す。 
 

8.4. 借金 

 野宿している理由が、サラ金の取立てから逃げ

るため、という人に会うこともあります。「神戸の

冬を支える会」などの他団体（8p、コラム②③参
照）と連携したり、司法書士や弁護士の方の協力

を得たりしながら、解決を図るよう取り組んでい

ます。 
 
8.5. ペット 

 ペットを飼っている人は多いです。私たちが訪

問しているところでは、猫を飼っている人が多い

ようです。「病気の猫が行方不明で心配」「猫が毛

布にはいって来て寝る時は暖かいが、寝返りを打

てず肩がこる」という話なども聞きます。 
 子猫 5匹が橋の上から投げられ海を泳いでいる
のを目撃し、網ですくって育てようとしている人

もいました。その後、残念ながら子猫は死んでし

まいましたが、命を粗末にする人がいる一方で、

命を大切にする人がいることを知ることができた

エピソードでした。 
 野宿している人たちがペットを飼うのは、番犬

の意味もあると思われます。「○○（飼い犬）は体

重が 30キロを超えて大型犬（29キロ以上）にな
ったので、注射代が 500円あがった」というよう
に、予防注射を受けさせたり、避妊手術をさせた

りもしています。少ない収入からこれらの費用を

出してきちんと飼っている人も多いのです。 
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9章 生活保護 

■ 日本国憲法の第 25 条では「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有

する」とされており、同 2 項では「国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障

及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」と国の責務を明記しています。そし

て「生活保護法」はこの憲法の理念を実現するための法律の一つです。 

■ この法律の存在により「野宿している人は、生活保護を求めればいいのに、そうしないとい

うことは、好きで野宿しているのだ」という誤った見解を持っている人もいます。しかし、

実際には野宿している人が生活保護を受けるのは、極めて困難なのが実情です。憲法 25 条

は空文化しているともいえます。 

■ ここでは、野宿から生活保護を受けるのがいかに困難なのか、そしてそれに対して私たちが

どのように取り組んできたのかを述べていきます。 

 
9.1. 保護を受ける背景 

 野宿している人の多くが以前は港湾や建設現場

で働く日雇い労働者でした。海運がコンテナ化さ

れ、建設作業も機械化されて、肉体労働の比重が

小さくなるときに、そのツケは労働者個人に負わ

され利益は企業のものになりました。 
 阪神・淡路大震災後の神戸ではアスベストを吸

いながら瓦礫を片付け、壊れた建築物を解体した

のは日雇い労働者でした。1997年頃から復興関係
の仕事がなくなり、日雇い労働者はドヤ（右下コ

ラム⑧参照）に泊まる金もなくなって、路上で寝

ることを強いられました。日雇い仕事のほかに、

家電製品をリサイクルしたり、粗ゴミから使える

ものを見つけ出して売ったり、老人から犬の散歩

を請け負ったり、店番をしたり、様々な仕事で食

べてきました。 
 ある公園で出会った人が、仕事の終わるのが深

夜になるというので、何をしているか聞くと「た

こ焼きのたこを刻む仕事」だそうでした。いろい

ろな仕事があるものですが、今はそうした仕事が

一つ一つ消えています。 
 家電製品の中でテレビ、冷蔵庫、エアコンなど

は家電リサイクル法で捨てられなくなったために

集めることが出来なくなりました。そのために、

ここ一、二年はほとんどの人がアルミ缶集めをす

るようになりましたが、それすら難しくなってき

ています。 
 今年度 11 月に神戸でも資源ゴミの分別回収が
厳格になり、集めに行くと「これは町内のものだ」

「市のものだ」「泥棒」といわれたりするようにな

り、収入が激減する人が増えました。また、野宿

していない人（多分失業した人）が自動車で粗ゴ

ミ集めをするので、太刀打ちできないという訴え

もよく聞くようになりました。 
 2004年の 4月から 2005年の 3月のあいだに、
食っていけなくなったと相談され、保護を受ける

ことになった方は 6月 1人、7月 2人、8月 1人、
11月 1人、12月 4人、1月 2人、2月 1人、3月
3人の合計 15人でした。そのほかに、夜回りや病
院訪問、昼回りなどの活動とは別個に相談を受け

て保護申請した方が 5人います。 
 

コラム⑧ ドヤ 
 簡易宿泊所のこと宿を「人が住むところではない」と

自嘲的にさかさまに読んだのが始まりという説もある。

以前は日雇労働者の利用が多かった。素泊まり（食事を

提供しない）簡易な旅館のこと。たたみ一畳のところも

あるが､3 畳のところもある。共同便所、共同の流しが

1 階にひとつあるくらいのところが多い。最近建ったと

ころは少し住みやすい。 
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9.2. 神戸市の「ホームレス」への生活保護運用・

福祉事務所からの排除とその結果 

 神戸市の「ホームレス」施策の特徴のひとつは、

福祉事務所長委任規則によって「ホームレス」を

福祉事務所から排除していることです。 
 そもそも、厚生労働省は「ホームレス」だから

生活保護申請を受け付けないようなことをしては

いけないといっています。憲法 25 条には「すべ
て国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む

権利を有する」とあり、生活保護法は「この法律

は日本国憲法 25 条に規定する理念に基づき、国
が生活に困窮するすべての国民に対し、困窮の程

度に応じて必要な保護を行い、……生活を保障し

……自立を助長することを目的とする。すべて国

民は……無差別平等に……受けることが出来る…

…」としています。「国民」ということで国籍差別

的限界もありますが「すべて」「無差別平等」が理

念として重要です。そして生活保護の実施にあた

って、その責任は市町村の首長（神戸市だと市長）

にあるとしています。その権限が福祉事務所長に

委任され、福祉事務所は業務を行うわけです。 
 ところが神戸市の福祉事務所長委任規則には福

祉事務所は住所不定者の生活保護決定の権限がな

い（市長が委任しない）としています。そのため、

住所のない人が福祉事務所に保護申請に行くと

「あなたなら保護になると思うから、先に住まい

を決めてから来てください」と言われます。これ

は私たちにはまるで「餓死しそうだ、助けてくれ」

と言う人に「食事をしてから相談に来てください」

と言っているように思えます。 
 福祉事務所から排除するだけでは憲法違反にな

りますから、事務分掌規則で「保健福祉局保護課

保護係」がその任に当たるとなっていますが、そ

の実際の窓口は更生センターにある更生援護相談

所になり扱いは平等とはいえません。 
 さて、先述したように福祉事務所に行くと「更

生センターに行ってください」とたらいまわしに

されます。言われたとおりに更生センターに行く

と「下（無料の一時宿泊施設）に泊まってくださ

い」と言われます。さらに女性の場合は「ここは

男性の施設ですから、女性相談センターに行って

ください」と断られます。しかし、女性センター

は生活保護の実施機関ではなく、住所のない女性

の生活保護を受ける権利は侵害されています。 
 男性だと、上手くいけば 3階の更生センターに
入所することになるのですが、6 人部屋か 4 人部
屋です。人間関係が難しい、プライバシーがない、

小遣いが一ヶ月 2000 円しかない、禁酒なのでつ
らいなど様々な理由があり、ここに入所したくな

い人も多いのが実際です。 
 「センターはいや」と言うと、もうそれで相手

にされないため、生活保護を受ける道が閉ざされ

ます。それでも最近は、センターで 3ヶ月我慢す
ると、アパートへの転居を認めるようになったの

ですが「敷金の要らないところを探してきなさい」

と言われるので、選択できる幅は極めて狭いので

す。保証人がないことや、サラ金との関係で住民

票がとれなくて部屋を借りられず、居宅保護に移

れないこともあります。 
 
9.3. 保護を相談されてからの実際 

 私たちが生活保護を受けたいという相談を野宿

している人から受けたときは、まず次のような選

択肢があることを説明します。 
①施設（更生センター）に入所する 
②ドヤで保護を受ける 
③民間アパートで保護を受ける 
④公営住宅で暮らす 

 これらは、野宿から入院した人が、退院すると

きの選択肢にもなります。 
9.3.1. 更生センターへの入所 

 施設生活が嫌でない方の場合、更生センターな

ら比較的簡単に入所できます。その場合は私たち

が同行して、入所希望だと言ってセンターのケー

スワーカーの面接を受けて入所になります。以前

は入所するのは難しかったのですが、最近は希望

者が少ないからか入りやすくなった感があります。

しかし集団生活が合わない人もいます。 
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9.3.2. 住居を確保してからの申請 

 野宿している人が生活保護を受けたい場合、上

述のように神戸市では更生センターへの入所以外

の方法は本来ないのですが、施設での生活が難し

い場合は先に住居を確保し「住所不定でない」こ

とにして保護申請をします。居宅を確保すれば福

祉事務所で保護申請できるようになります。この

場合、最初の選択肢は、ドヤか民間アパートです。 
 公営住宅を申し込むには収入の証明か生活保護

を受けているという証明が必要なので、いったん

ドヤなどで保護を受けてからになります。公営住

宅は広さや設備は良好なのですが、倍率が高く、

また当たりやすいところは不便な場所になります。 
 ドヤを住所にするには、住民票も保証人も必要

ないので、比較的簡単です。しかし居住の条件は

よくありません。私たちが回っている地域の方で

はドヤへの希望はほとんどありません。 
 民間の賃貸アパートを借りたい場合、まずほと

んどの場合に住民票や保証人が必要だと話をしま

す。日雇い労働をしてきた人の場合、飯場などを

転々としているあいだに住民票が抹消されている

こともあります。保証人については 25000円くら
い払って、保証人協会に依頼することもあります。

住民票の取り寄せ、あるいは新たに設定する手続

きを手伝うことはまれではありません。 
 さてその後、事情を知った不動産屋に行きます。

事情というのは、生活保護だと分かると拒否する

家主さんもいるので、受け入れてくれる家主であ

ること、家賃や敷金が生活保護の範囲内であるな

どのことなどです。そして不動産屋に本人の希望

条件（住みたい地域、トイレは共同でも良いか、

風呂の有無など。足の不自由な人の場合､階数やエ

レベーターの有無など）を伝えて、物件を紹介し

てもらいます。そして物件を本人に下見してもら

って気に入れば契約となります。敷金の準備はま

ず不可能なので、敷金の要らない物件を探しても

らいます。それでも家賃の前払い分と不動産屋の

手数料、保証人協会の費用を合わせて 11万円くら
いが必要になります。費用がなければ、お貸しす

ることもありますが、貸付額が多いと返済するの

が苦しくなるので出来るだけ少なくします。保護

を受けてから毎月 1万円ずつ返済しても、そのあ
いだは生活が圧迫されます。 
 さて、契約ができて鍵を受け取ったら、一泊し

て福祉事務所に申請に行きます。変な話ですが、

一泊すると「住所不定」ではないので福祉事務所

で申請できるのです。「ホームレス」では受け付け

ないので「ホームレスではない」という条件を作

っているわけです。 
 今年度、灘チャレンジで申し出てくれた家主さ

んは、敷金、保証人なしでも入居させてくれ、前

払い家賃も保護決定まで待ってもらえるので、保

護申請しやすくなりました。ただ、その物件のあ

る地域ではない、親しんだ町や信頼できる医者の

いるところで暮らしたい人の場合は難しくなりま

す。 
 福祉事務所で生活保護申請すると、面接員にい

ろいろ質問されますが、すっからかんで暮らして

いる方の場合には比較的簡単です。ほとんどの場

合財産もない、収入もない、扶養してくれる家族

もないので、申請書類を書いて、後は役所の調査

が終わるまで待つことになります。とはいえ、根

掘り葉掘り事情を聞かれるのはいい気持ちではあ

りません。別れている家族に現状を知られたくな

い、子供の縁談に差し支えないか、などと悩んで

申請をためらう人もいます。入院中に事情を聞か

れた人が、警察の取調べよりうるさい、と怒って

いたことがあります。 
 保護が正式に決定されるまでに 3週間から 1ヵ
月かかります。そのあいだ何もなくては暮らせな

いので、まず布団をその日のうちに支給してもら

うようにします。また居住確認を至急にしてもら

って緊急貸付金を借りるようにします。さらに鍋

も釜もないので家具什器費を出してほしいなどと

申請します。体の具合が悪い場合は検診もしても

らいます。本人ひとりだと、ケースワーカーによ

っては十分な説明をしなかったりするので、申請

には必ずメンバーが同行するようにしています。 
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9.4. 入院からの生活保護 

 野宿している人が入院にいたるまでについては

5 章の「健康と医療」を、また病院でのやり取り
は 3章「病院訪問と昼回り」を参照して下さい。 
 入院してからは退院後のことが課題となります。

病院訪問では最初に「退院すると帰る家がなかっ

たら」というビラを渡しています。そこには次の

ようなことを書いています（巻末付録参照）。 
「今は生活保護で入院しているのだから、すでに

保護を受けており、担当のケースワーカーがつい

ている。保護法では自分で暮らせるようになるま

で保護は続く（打ち切れない）、だから心配せず

に治るまで治療しよう。退院後は希望するならア

パートを借りるための敷金も出る。部屋探しも手

伝う。ケースワーカーが『面倒見るのは入院中だ

け』と言っても、そんなことはない」 

 退院後、多くの人は働いて自活したいと希望し

ています。しかし現在の状況では日雇い労働はほ

とんどないので、住まいを決め生活保護を受けた

上で求職することを薦めています。 
 「退院したら福祉事務所に来なさい」と言われ、

行くと「あなたは住所がないから更生センターに

行きなさい」と言われることもあるので、退院前

に住まいを確保する必要があります。自炊できな

いなどの理由で施設（団体生活）を希望する人は

更生センター、老人ホームや救護施設を選びます。

その他の場合は、やはりドヤか民間アパートが選

択肢です。 
 民間アパートの場合はとりあえず手付けを打っ

て物件を確保し、福祉事務所に敷金を申請します。

決定までに 2週間くらいかかるので、病院には部
屋が決まるまで退院を待ってほしいと話します。

また福祉事務所からもらった敷金は大金なので間

違いなく支払えるように工夫します。 
 最初はアパートには何もないので、退院するま

でに布団を準備し、外食すると高くつくので出来

るだけ早く炊事道具がそろえられるようにケース

ワーカーに依頼します。退院後はケースワーカー

が住まいを訪問し、居住確認をして居宅保護に切

り替えられます。冬に退院するときなど、病院で

は暖房があったのに、布団しかないワンルームマ

ンションに退院したとたんに風邪をこじらせるこ

ともあるので、早く家具什器費が出るといいので

すがなかなか上手くいきません。 
 
9.5. 入院生活から居宅に移るための敷金について 

 民間アパートが選択できるためには生活保護で

敷金が出ることが必要です。1998年頃までは福祉
事務所は不当にも敷金を出しませんでした。 
 生活保護を受けている人の保護を打ち切ること

が出来るのは、自立できたとき、検診命令に従わ

ないとき、指示に従わないときといった場合に限

られます。それなのに退院するとき、退院後も保

護を受けたいというと「自分で部屋を確保したら

保護は続けます」と言うだけで敷金を出さないと

いう態度を神戸市の福祉事務所はとっていました。 
 それで、自宅療養の必要な時期の人が退院する

とき、以前は不動産屋に敷金の要らない（不動産

屋の手数料だけで済む）物件を探してもらって路

上に戻らないようにしていました。その手数料は

貸し付けて後で返してもらうのですが、返済期間

中は生活レベルが下がるわけです。 
 それでは納得できないので、せめて不動産屋の

手数料を出してほしいと申請しました。福祉事務

所が「出せない」と言うので、兵庫県知事に『不

服審査請求』をしました。福祉事務所が「答弁書」

を出したので「反論書」を書き、口頭弁論も行い

ました。2 人申し立て、県の裁決が下りる前にな
って、福祉事務所から「敷金を出すことにした」

という連絡が来ました。それ以来、よほど特別な

事情がない限り、退院する人は敷金を受け取って

部屋を探せるようになりました。 
 それでも、ケースワーカーが本人に「敷金は出

せない」と言うことがあります。そういうとき、

福祉事務所に同行したり、電話をかけたりして、

ケースワーカーや係長と話し合います。以前は打

ち切る理由について、 
「この人は自立できたのですか？」 
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 ―いいえ。 
「それでは、検診命令に背いたのですか？」 

 ―いいえ。 
「じゃあ、指示にそむいたのですか？」 

 ―いいえ。 
「ではどういう根拠で保護を打ち切ることが出

来るのですか？」 
などという押し問答をして、「出す」という話にな

ったのですが、最近は「本人は、退院したら打ち

切られると誤解していますが、そんなことを言っ

たのですか？」とたずねると「言っていません」

と言うことが多くなりました。恐らく、本人とケ

ースワーカーの 2人だけのときには「退院したら
打ち切る」と言っているのだと思っていますが。 
 

コラム⑨ 不服申し立て 
 生活保護法には不服申し立てという規定があり（9

条）また、行政不服審査法という法律もある。福祉事務

所などが行った決定に納得できないときには、都道府県

知事に対してその決定が正しいかどうか審査してくれ

と要求できる。 

 神戸では長いあいだ、野宿している人が病気になって

も、福祉事務所は「面倒見るのは入院中だけ」という姿

勢だった。「退院してもすぐには働けないから、保護を

継続してほしい」と言うと「自分でアパートを確保した

ら、継続してあげる」と言う。 

 不動産屋に頼んで敷金なしで貸してもらえる部屋を

探して保護を継続しても、不動産屋の手数料は払わなけ

ればならず、その分を貸し付けて何ヶ月かかけて返済し

てもらっていた。いくら福祉事務所に「不動産屋の手数

料を出してほしい」と頼んでも断られる。5 年くらい前

に出してほしいと文書で請求し、断られてから、県知事

宛に「手数料をださないのは不当だ」と審査請求した。

福祉事務所が「答弁書」を出したので「反論書」を書き、

さらに口頭弁論をすると主張して、県の職員に神戸市の

仕組みの問題を訴えた。県の裁決が出ないうちに神戸市

側は「敷金等を出すことにした」と通知してきた。それ

以来、入院している人が退院するときには原則として敷

金は出るようになった。 

9.6. 入院中の課題 

 退院後の不安は、かなり解消されてきましたが、

入院中の飲酒による強制退院についてはめどが立

っていません。入院中の飲酒は禁じられているの

に、それでも飲んでしまう人は、アルコール問題

を抱えている方でしょう。ただ強制的に退院させ

ても解決しないので、むしろ医師がアルコール依

存などの危険性を知らせて治療を薦めたほうが良

いのではないかと思います。 
 また、病院関係者とトラブルを起こして出て行

く人が時々います。「あんたら国の金で入院してる

んや」「福祉の人は……」と言われて差別を感じた

ことが原因の場合もあります。「何かあると、自分

が疑われる」と感じる環境にいたいでしょうか？ 
 
9.7. 保護を受けてから 

 生活保護を受けるようになってからも、様々な

問題があります。当たり前のことですが、高齢な

ら一人暮らしの高齢者が抱えている問題すべてが、

若ければ若者の抱えている問題すべてが、当事者

にふりかかります。 
 さらに「人の世話にはならない」と、ぎりぎり

まで我慢して、耐えられなくなってから保護を希

望することがほとんどなので、すでに体はぼろぼ

ろになっている方も多いのです。 
 野宿している人から「保護を受けると、みんな

死んでしまう」と言われたこともあります。野宿

しているときには毎日「今日食べられるか」とい

う緊張感で生きてきたのが、働かなくても食べら

れるようになったとたんに、することがなくなり、

空虚感にさいなまれたり、孤独に耐えられなくな

ったりするのかもしれません。そのためか、生き

る意欲の喪失に見舞われている方は確かに多いの

です。 
 そうでなくても、持ちなれない大金を手にして

舞い上がり、酒やギャンブルで使い果たして、家

賃を払っていなかったと青くなる人もいます。野

宿時代の友人との関係が切れ、寂しくなる人も。

逆に「役所から金をもらっているのだからおごれ」
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とたかられて困る人もいます。本当にたかるとい

う感じの人もいますが、困り果てている人から見

ると、保護を受けている人は豊かに見えるという

面もあります。 
 福祉事務所のケースワーカーから「就職しない

と保護を切る」と言われ、部屋を捨てて逃げ出す

人も。住まいを確保し住民票を移したとたんにサ

ラ金から返済を迫られるということもあります。

相談してもらえば解決策はあるのですが。 

 保護を受けることが困難だったときは保護を受

けることがゴールだったけれど、今はスタートの

ように感じられます。ですが、まだどのようにフ

ォローしてよいのか分からないし、それをする力

がないともいえます。今後の課題です。 
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第Ⅲ部 

参加者の感想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 第３部では 2004 年度中に夜回り準備会の活動に参加した

メンバー10 名からの感想をアイウエオ順で紹介します。 

■ 今年度には感想をよせてくれたメンバー以外にも、多くの方

にボランティアとして、また物品や活動費のカンパなどでお

世話になりました。 

（写真）夜回り前のミーティング、神戸 YWCA 分室にて
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炊出しに参加して 

井上勝盛 
 

 2 人リーダーとして鍋谷さんと炊出しに参加す
ることになったが、自分はリーダーでありながら、

した事といえば、当日大鍋の中のカレーをグルグ

ルと回していた程度で、他すべて鍋谷さんが段取

りしてくれた。大変な苦労だったと思う。当日の

炊出しはみんなで作り上げたもので、鍋谷さんだ

けではもちろん出来なかったが、鍋谷さん無しで

は今回、出来なかったと思う。 
 また、炊出しの準備計画段階で兵庫野宿者支援

懇談会に参加する事が出来た。そこで初めて、他

のグループとも面識を持つ事が出来た。みなさん

社会人なのに時間をさき、熱心に取り組んでおら

れるのにも感心した。 
 当日の炊出しは、協力体制が万全で、数えられ

ないくらいの人達が手伝ってくれていた。 
 一体この人達は、どこから来ているんだろうか

と思うくらいだった。配膳直前になれば、個別訪

問の夜回り活動とは違って、野宿者さんが目の前

に並ばれ、その多さにも驚いた。 
 振り返ると在籍期間だけは 1年経つが、実際の
活動は 3ヶ月間だけです。それでも、炊出しを始
めとし、色んな事がその期間に凝縮されています。 
 

 

家 
堺田 愛 

 

 自分の家が好き。 
 わたしはかなりのインドア派で、休みの日は出

かけたりするよりも人を招いたり一人家にこもっ

てこれといって大したことがないことに時間を費

やすことが多い。そのせいか、家を装飾したり居

心地を良くするための工夫に多くの時間をかけ、

かかる費用にいとめをつけないところがある。ま

た、わたしにとって「家」はそういった居場所と

いう役割だけでなく、精神のバランスを整えてく

れる役割も持っている。何かとてつもなく嫌なこ

とが外で起こり、それによって受けた感情をその

まま家に持って帰る時があるが、不思議なことに

家の中に入ると、それまでの怒りや悲しみや失望

など高ぶった気持ちが急に凪いだりするのだ。

「家」という空間は雨露を凌いだり生活をする場

という意味で必要なだけでなく、自分の心が受け

たダメージを回復してくれる、違う言い方をする

と外部の刺激からわたしを守ってくれる場という

意味でも不可欠だとわたしは感じている。 
 大なり小なりどんな人にとっても「家」はそん

な存在ではないだろうか。 
 もし自分の家を維持することができなくなり、

失うとしたら…。少しオーバーかもしれないが、

わたしなら心が壊れてしまうような気がする。 
 わたしたちが夜回りで出会う野宿している方は

ほとんどテントや小屋、廃車など住みかを持って

いる。しかし、わたしが「家」に寄せる思いをか

なえてくれる住みかではない。人の目から避ける

ことができない、いつかここを出ていかなければ

ならない、いつ誰に襲撃をされるかわからない、

などという不安が絶えない住みかだ。安らぎが得

られるとは思いがたい。そんな外部にほっぽり出

された状態のままでこの人たちは人生がんばりき

れるのだろうか、といつも考えてしまう。 
 自分の所有する家でなくともよいが、その人が

そこにいて自分を保っていける場があってこそ、

働いたり、人とコミュニケーションをとったり、

しんどいことにチャレンジしていくパワーが生ま

れるのではないだろうか。 
 居宅生活につながるよう動いている昼回り活動

には参加していないが、日々自分を整えてこの先

の人生に目を向けられるような空間、居場所を全

ての人が見つけられたら、と思う。 
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夜回りに参加して感じたこと 

佐々木一弥 
 

 路上生活者への偏見の原因は何なのだろうか？

夜回りをして、多くの野宿者の方と接したが、私

と何ら変わりのない人達だった。なのに、社会の

中で、現代人の日常で病んだ捌け口としての差別

の的とされている路上生活者。金匱内の金品の量

で、人間の優劣が決まるような社会では、路上生

活者は格好の的なのだろうか。なんだか、路上生

活者と私も含めた現代人の関係は、オーストラリ

ア人のアボリジニー迫害を連想させるようにも感

じる。文明から外れた者を差別し、それは文明社

会に存在してはならぬ者として、彼らの居住空間

を奪い社会から追いやろうとする。それは、時流

に流されている者の傲慢だ。自分は彼らのように

はならぬ、彼らとは隔絶した存在だという傲慢だ。 
 しかし、そういう私も野宿の方と接し、こうま

でして何故生きるのだろう、と思ったことがあっ

た。そういう自分も何故生きているのか明確には

わからず、日々変わらぬ怠惰な時間を過ごしてい

るのに。これは人並みの生活を送れぬ人間は生き

る資格がない、と言った浅慮に通じる。夜回りで

これだけ野宿の方と接しても路上生活者の苦しみ

なんて些少も理解していない。そして、これで、

良いことをした、なんて感懐している私もなんて

傲慢なんだろう。そう、この恵まれ過ぎた日常を

送る現代人の傲慢さこそが、路上生活者の迫害の

原因だ。それに対して、劣等感に苛まれ苦しむ路

上生活の方の謙虚さ。人として大切なこの感情を

学ぶ為にも、路上生活を経験する必要がある人間

が、現代社会人の中に多数いるのではないだろう

か。また、何気ない日常が、いかに有り難いもの

かを思い知るために。ホームレスは怠けて生活で

きて羨ましいなどと言う人間には、是非日々の生

活を捨て怠けて頂こう。その傲慢な考えを矯正し

謙虚な心を会得するために。 
 いつ災害、事件、事故等で自らも路上生活を送

ることになやもしれぬ時代。路上生活者達に傲慢

な態度を取り続けるなら、その時思い知る。自分

達の恵まれた日々の対極にいる路上生活者の苦し

みを。いずれ必ず神が傲慢な者を裁く時が訪れる

だろう。そして私も神罰を受ける中の一人か。 
 
 

柵～対面の遮断～ 
砂脇 恵 

 

 2004年の秋から活動に参加するなかで、印象に
残ったことをいくつか述べたいと思います。私が

初めて夜回りに参加したときのこと。野宿の方々

を訪問するときの振る舞い方についてロールプレ

イしてみようということで、私は分室で床に寝こ

ろび野宿の方の役回りをしました。暗い部屋の中

で数メートル先に立つ人が懐中電灯で私を照らし

ます。そのとき私は咄嗟に「あ、捕まる！」と身

を固くする私自身を感じました。自分が犯罪者に

でもなったような感覚。私はここにいてはいけな

いんだという感覚。ほんの 10 秒ほどの時間でし
たが、相手の一方的なまなざしから与えられる圧

迫感に耐えられませんでした。自分は見られてい

るのに、相手を見ることができない。相手が何者

なのかがわからない。顔と顔の対面がないことが

これほどに人間を不安にさせるものかと衝撃を受

けました。 
 それから、2005年 2月に更生センターに訪問し
たときのこと。センターの居室の外を目隠しの柵

のようなものがぐるりと囲っていました。センタ

ー移転の条件として、近隣住宅の住民から入居者

がのぞき見しないよう柵を貼るよう要請があった、

というようなことを職員の方がおっしゃっていた

と思います。知らない人間に「見られたくない」

という感情は（入居者がのぞき見するのかどうか、

その真偽は別として）自然なものかもしれません。

しかしこの柵は、センター入居者を「異物」のよ

うなものとして地域から遠ざけようとする住民の

拒否感を象徴しているようにも思えました。 
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 この柵が取り払われるような社会。社会に「居

ていい人間」と「居てはいけない人間」という選

別のない社会。それはユートピア（どこにもない

世界）なのかもしれない。でも、柵の外の社会の

「豊かさ」が、砂上に成立した脆いものであるこ

とに気づくとき、柵の内と外は対面できるかもし

れない…などと夢想しながら、夜回り活動にこれ

からもかかわっていきたいと思っています。 
 

 
夜回り雑感～自らの足もとから～ 

鍋谷美子 
 

 灘・東灘の夜回りに参加して一年余り。このあ

いだ、神戸だけでなく、全国的に野宿者を見えな

いところに押しやろうとする動きが盛んで、ここ

灘・東灘でもいろいろなことがあった。出会った

人、会えなくなった人、うれしいこと、かなしか

ったこと、戸惑うこと、つらいこと。書こうと思

うとキリがないので、思いつくまま印象的だった

ことを書いてみる。 
◆ 

 持病のため手術をするというOさん。夜回りの
とき以外でも私がよく通る道近くに住んでいるこ

ともあり、訪ねたりしていた。昼間、顔を見なが

ら一対一で話すというのは、夜回りとはまた違い、

いろんな話をゆっくり聞けたりした。 
 これまで一人で野宿をしていたときに襲ってき

た子どもを捕まえ、一対一で話をして和解し、そ

の後その子がちょくちょく遊びに来るようになっ

た、という話。川沿いに住んでいたときに、どう

して野宿に至ってしまったのか、好きで野宿して

いるわけじゃないんだ、ということを紙に書いて

貼った。しかしそれを破られたりした、という話。

Oさんには娘さんがおり、近くに住んでいる娘さ
んとは時々孫を連れているところに出くわすとい

う。孫は「おじいちゃん」と駆け寄って来るが娘

の方は…。 
 いろいろな話をしてくれた。すごく力になる言

葉ももらった。この人の生きてきたみちすじはす

ごい、でもそれ以上に Oさん自身がすごく、なん
てステキな人なんだろう、と思うような、そんな

話をいっぱい聞いた。アパートに移られてからは

一度も会えていないけれど、また会っていろんな

話をしたいなぁと思う。 
◆ 

 病院訪問で出会った Fさんは、寝たきりで言葉
がすごく聞き取りづらい。端々を捉えてようやく

少し分かる程度だ。病院内、掃除機でもかけてい

ようものならほとんど分からない。ときどき、野

宿していた頃の仕事の話や、退院したら、という

話のときに、また新しいリヤカーを買って、仕事

して……、という話が出るのだが、「もうそこまで

がんばらんでいいよ、ちょっとはのんびりしいや」

と、一緒に訪ねている野々村さんに言われている。

なんだか泣きそうになる。そこまで、自分の体が

思うままにならないのに、働こう、という気持ち

とはどこからくるのだろう。どうすることが Fさ
んのしあわせなのか、あたしにはちっとも分から

ないなぁ、と思う。 
◆ 

 震災 10 年関連の行事で天皇が来ることになっ
たとき、天皇の通り道で目立つ国道沿いや公園の

人たちのところに警察が来て、片付けなさいと「指

導」していったという。「それでしばらく洗濯物干

せんかったわー」と言うおっちゃん。なんだろう、

この気持ちの悪い感覚は。汚い「モノ」は隠す。

生活が侵される。それがしごく当然であるかのよ

うに。 
 その人たちはそうされても仕方がない（だけの

理由がある）のだ、という理解。それが排除の根

本にあるんだろう。そしてそれは震災直後の避難

所から「もともとのホームレス」を追い出してい

ったように、そしてそのずっと以前からも様々な

かたちで連綿とやりつづけられていることなのだ。 
◆ 

 「いわれのない差別」とはよく言うが、「いわれ

のある差別」なんてものはないと思う。差別する
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ために、する側が、都合の良い「いわれ」をつく

っているに過ぎない。まず、そこで何が起きて、

どうしてそうなったのか、ゆっくり、じっくり見

ていく必要がある。人は、周りからは想像できな

いようなさまざまな理由で野宿をしていたりする。

いろんな人と出会って話を聞くたび感じる。100
人いたら 100通り、1万人いたら 1万通りの、野
宿をしている理由、生きてきた人生がある。それ

は野宿をしていなくても同じだ。そこに「いわれ」

をつくってしまい、考えるのをやめてしまうのは、

自分の足もとをも見ないことだ。夜回りを続けな

がら、自分のこととしてこの現実をしっかり受け

止め、これ以上さまざまな貧しさのなか、亡くな

ったりつらい思いをする人のいなくなるよう、考

え、動いていきたい。 
 

 
爪で拾って箕でこぼす 

野々村耀 
 
 「爪で拾って箕でこぼす」という言葉はもうあ

まり聞かれないかもしれない。広辞苑によれば「辛

苦して蓄えたものを乱費してしまう」とあるのだ

が、大きな力が小さな努力の積み重ねを一挙にむ

なしくすることをさしていることにも当てはまる

ように感じられる。 
 ホームレスの自立等に関する特別措置法（2002
年 8 月 7 日）が制定されてすでに 3 年が過ぎた。
実際の効果は、爪で拾ったほどもない。そのあい

だにも、正規雇用は減り、若者の半数近くはパー

ト、アルバイト、派遣、請負、有期雇用といった

不安定な仕事につかざるを得なくなり、簡単に使

い捨てにされている。 
 少し年をとって、あんたなんか要らないと、雇

ってくれるところがなくなれば、簡単に住むとこ

ろも失うだろう。そういう方向への力は、箕でこ

ぼすように大きい。 
 こんな社会で良いのか？ 過酷な労働による人

間性の破壊から労働者を守るために作られた様々

な制度を、「規制」の一言で葬り去ろうとする時代

の流れに疑問はないのだろうか？ 
 20 年余り野宿している人を訪問する夜回りを
しながら、「早くやめたい。誰も野宿する必要がな

ければ夜回りなんかしなくていいのだから。」と思

ってきたけれど、野宿する人がなくなる気配はな

い。 
 爪で拾うように、生活保護を受ける手伝いをし

たりすることも大事だけれど、箕でこぼすような

流れを変えられないのかと、訴えたい。 
トイレの香り 

 トイレに入ったら、柑橘系の良い匂いがしてい

たので、ジャスミンのことを思い出した。若い人

にジャスミンティーを薦めたら、「お風呂の匂いで

すね」といわれた。木犀の匂いをトイレの匂いだ

と言う人もいる。良い香りを、芳香剤や消臭剤に

使う。その香りを嗅いで育った人はそれからトイ

レやお風呂を連想するようになる。先入観に近い。 
 ミカンやシトロンの柑橘系の香りではそういう

誤解を聞いたことがないのは、柑橘類は日常的に

食べたりしていて、その香りがトイレでも香って

いると分かるからだろうか？ 
 その人の（脳の）中に、これはこういう（トイ

レの、風呂場の）香りだという記憶が出来ると、

後でお茶として出てきたときに、トイレの記憶が

よみがえる。 
 嗅覚なんて、とても原始的な、身体に根ざした、

自然なものみたいに思いがちだけれど、非常に文

化的な、観念的なものでもあるらしい。 
 子供のときに、釜ヶ崎の子供夜回りのように、

公園や商店街の軒先や川の傍などで寝ている労働

者と親しくなって育つか、あの人は怖いよと敬遠

することを教えられて育つか、大きな違いが出来

るのだろう。 
 円の外 

 学生時代に神戸 YWCA で文学を講じている笠
原さんから、面白い寓話を聞いたことがある。ト

ルストイの話がヒントだったのだろうか。何かの

功績のあった人が王様から、一日で囲めるだけの
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土地をやるといわれて、日の出とともに走り出し、

日没に出発点に戻ったが、そこで息絶えてしまっ

た。かれは広大な土地を手に入れたが、自分で使

ったのは埋葬に要する土地だけだった。これが元

の話。 
 笠原さんの話は、王様から囲んだ土地をやると

いわれた男はしゃがんで、棒切れか何かで小さな

円を描いた。そしてこの円の外をくださいといっ

た。というものです。笠原さんは多分主体性の比

喩を語ったのだと思うのですが、時々思い出す話

です。夜回りは何か、何をするのか、そういう議

論のときに、まるで囲んでこれは夜回りの課題、

これは夜回りの課題でないと、内と外を分けるよ

うな議論になりがちだけれど、野宿せざるを得な

い現実という小さな円の外には私たちの様々な問

題が連なっているように思えます。 
 

 
寸劇での経験を通して 

林 英明 
 

 夜回りに定期的に参加するようになって一年が

過ぎた。毎回コンスタントに活動できているとは

言い難いが、自分なりのペースでやらせてもらっ

ている。 
 夜回り活動というものを初めて知ったのが大学

でのボランティア講座だった。それまで野宿者に

ついて考える機会がほとんどと言っていいほどな

かった自分にとって、夜回り活動との出会いは新

鮮だった。正直な話、それまで野宿している人に

対してのイメージは悪く、そんな人たちの支援な

ど考えたことさえなかった。だから夜回り活動と

いうものがあると知ったとき、「何でそんな活動を

しているんだろう」とすごく疑問に思った。だが

実際にYWCAの夜回り準備会の活動に参加して、
問題の背景を知るうちにその疑問は消え、野宿し

ている人たちへの見方も変わった。 
 そんな私に、野宿者問題をテーマとした寸劇の

台本を書いてみないかという話が挙がったのは

2003年の暮れの話だった。寸劇は「灘チャレンジ」
という学生と地域住民が作るお祭りのステージの

場で毎年行っている名物企画で、地域に存在する

さまざまな問題をテーマとして取り上げるという

ものだ。実行委員だった私はひょんなことからそ

の台本を書くことになった。 
 安請け合いで引き受けてしまったものの、正直

「自分に書けるのか」という不安でいっぱいだっ

た。そもそも前提としての知識や経験が浅いし、

何より「野宿者問題」というテーマがそうやすや

すと台本に描けるほど単純なものではないという

現実が重くのしかかった。 
 しかし同時に、「自分が感じたような思いを多く

の人にも伝えられれば」という思いもあった。寸

劇を通して、自分のように今まで「野宿者問題」

というものに対して興味・関心を持ったこともな

かった人たちが少しでも考えてくれれば、とも思

った。 
 そんな思いを抱きつつ台本執筆。予定は遅れに

遅れたが、野々村さん、寺内さんをはじめ、さま

ざまな方々の協力もあって台本は何とか完成。寸

劇は無事公演することができた。評判はなかなか

よく、正直、ホッとした。 
 寸劇の台本執筆を通して私自身、野宿者問題に

ついてより学び考えるよい契機となった。大学生

活は残り一年をきったが、これからも自分の中で

の問題意識を忘れず、マイペースで活動にかかわ

っていきたいと思っている。 
 

 

なし得ることの果てまで 
藤室玲治 

 

劇のこと 

 夜回り準備会の活動にはじめて参加したのは

2004年の 1月末ごろだった。林君や当時の灘チャ
レンジ実行委員長の広瀬さんと一緒に、灘チャレ

ンジで上演する劇の取材でというのが参加した目

的であった。 
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 当時、野宿している人をめぐる問題を劇にして

地域住民にアピールしようということで企画を立

てたのだが、当の企画者たる私たちがまずもって

この問題に無知なくせにそういう企画をしようと

いうのは、今から思えば大胆不敵といおうか、ま

ぁ、無茶な話を持って行ったなというのが振り返

っての正直な感想になる。 
 劇自体は、野々村さんをはじめとするメンバー

の協力と林君の奮闘、村川さんをはじめとする役

者の献身的努力によって、なんとか形にすること

ができた。またこの年の灘チャレンジで、ろっこ

う医療生協と家主の天野さんとの関係が形成でき

た。これは灘チャレンジ側の努力というよりは、

模擬店を出していた夜回り準備会の努力であって、

私たちにとってはまさに僥倖という他はないのだ

が、とにかく嬉しいことには違いがなかった。 
 劇を上演した当日は、灘チャレンジの会場であ

る都賀川公園で野宿している人も見てくれて、結

構、面白かったと声をかけてくれたのは、またと

ても嬉しいことだった。 
夜回りを続けて 

 とはいえ、劇で取り上げたことは問題の表面を

なぞっただけのようなものだという思いもあって、

6 月の灘チャレンジ以降も夜回りには参加し続け
た。劇の台本を書いたり資料集を作っていても最

後の最後まで「こんな表現でいいのだろうか」「野

宿している人のイメージを固定するようなことに

はならないだろうか」「だいたい、こんな企画をや

る資格がそもそも自分にあるのだろうか」などと

思い悩んでいた。劇をやり終えた後も、夜回りに

参加していたのは、そうした悩みを掘り下げて行

きたいと思ったからでもある。 
 今でも悩みは続く。特に「だいたい夜回りして、

野宿している人の生活に割り込んで、自分は何を

しようとしているのだろうか」という悩みは今も

ある。 
 劇の取材中、2 月の夜回りの際に、オリエンテ
ーションで野々村さん扮する野宿者に声をかける

ロールプレイがあった。そこでは見ず知らずの初

めて出会った野宿している人に声をかけるという

想定であった。自分たち、夜回り準備会のことを

説明しようとしてシドロモドロになった私は「ホ

ームレスを支援する団体で…」と口走り、そこで

野宿者役の野々村さんはカッと目を見開いて「ワ

シ、ホームレスちゃうど！」と怒鳴ることになっ

てしまった。 
 さてそれから 1年以上を経たが、今でも自分た
ちのことを野宿している人に説明するのは難しい

なと思っている。すでに顔見知りになった人たち

の中にも私のことを「教会の人」だと思っている

人もいたし（それは違うので説明するが）、「野々

村さんの知り合い」だと思っている人もいる（こ

れは間違いではない）。「よくわからないが月に 2
度来る連中」と思っている人も多いだろう。 
 1 年夜回りをした今、あまり気負わず相手に合
わせて関係を作っていくことが重要なんだろうと

感じているが、実践するのは難しい。どこまで相

手の事情に踏み込んでもいいものかについては常

に迷う。しかし同時に、あまり立ち入ったことに

ついては触れもせず適当な世間話だけして切り上

げると「もっと話すべきことをちゃんと話さなけ

ればならなかったんじゃないか、聞くべきことを

ちゃんと聞かなければならなかったんじゃない

か」という思いが残る。なかなかに難しい。自分

のバランス感覚というのも信用がおけない。 
 ただ、仲間と話をして「感覚」をすりあわすこ

とができるというのが夜回り準備会の良いところ

である。そういう時間を今後はもっととれればと

思う。今は、私の努力不足もあって十分にはでき

ていないと感じている。 
読書会のこと 

 今年度の最後の方に、『魂の労働～ネオリベラリ

ズムの権力論』（渋谷望著・青土社、2003 年 11
月）をテキストに夜回り準備会のメンバーで読書

会を行った。野々村さんも私も既にこの本を読ん

でいて、それで是非とも取り上げようということ

になったと記憶している。 
 第 1回目（12月 18日）に私が切ったレジメの
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冒頭では、読書会の意味について次のように述べ

ていた。 
「…本書を読むことと私たちの活動にはどんなつ

ながりがあるのでしょうか。神戸 YWCAの夜回り

準備会では、野宿者の問題に取り組んでいます。

その取り組みの目的をスローガンとしては「野宿

したくない人が野宿しなくてすむように、野宿せ

ざるを得ない人の人権が損なわれないように」 と

表現しています。すると、私たちにとっての問題、

端的にいって「敵」は、野宿したくない人に野宿

を強いる「力」、野宿せざるを得ない人の人権を

踏みにじる「力」だといってもよいでしょう。 

 ですから、本書を読む際には、そうした力――

権力――の本質は何かという疑問をたずさえて読

んで行きたいと思います。さらに、人に野宿を強

いるような権力は、活動の場を離れた、日々の私

たちの生活と労働とも関係しているのだというこ

とを把握させてくれるのが本書の魅力だと思いま

す。…」 

 読書会そのものの評価についてはこの報告書の

第 4章で述べたので繰り返さないが、私が個人的
に一番印象に残ったのは『魂の労働』の 3章「消
費社会における恐怖の活用」での渋谷の議論だっ

た。すなわち「われわれは、たんなるニュートラ

ルな傍観者としてではなく、もっと確信犯的に『敗

者』や『余計者』を敵視しているのではないだろ

うか」（『魂の労働』86p）というくだりである。 
 野宿している人への「無知ゆえの偏見」という

ものは、もちろんある。しかし、では事情を知っ

たからといって排除しないという立場をとること

になるかというと、それは自動的にそうなるとい

うものでもない。すべての事情を知った上で「そ

う、それは運が悪くて可愛そうだけど、私の知っ

たことではない」と言うことは可能である。もっ

といえばこの報告書を読んで「野宿するような不

幸な境遇になると、ひどい目にあうことは良く分

かった。そうならないように、自分だけは努力し

なければ」と思う人もいるだろう。それこそ新自

由主義的発想というものである。 

 野宿している人を見て、それが労働と雇用の問

題に端を発していると、また憲法 25条は、9条以
上に現に空文化してしまっており、そういう社会

に生きることは自分にとっても危険であるし、そ

もそも間違っていると感じること。そしてその危

機感を周囲に広げて連帯すること。 
 野宿している人への「偏見」をはらうには、単

に市井の人々に野宿している人の実情を知っても

らうということにとどまらず、社会的連帯の観念

を今の新自由主義がヘゲモニーを握る下において

復権させるための広範な戦線にもコミットメント

しなければいけないのである。 
 そういう見通しを読書会で得ることができたけ

れども、それだけでは単なる「お題目」に止まる。

具体的な実践としてどのように展開するべきか？ 
月に一度のミーティングを、そういうことを議論

できる場所にすることこそ当面の課題だろうと思

いつつ「今日のミーティングは早く終わると良い

なぁ」とも思っている没主体的な私もいる。 
 ただ「自分の力でなし得ることの果てまで」（ド

ゥルーズ）は進んで行きたいものである。 
 

 

おっちゃんとの出会い 
村川奈津美 

 

 大学生進学を期に田舎を出、広い世界への第一

歩を踏み始めたばかりの頃、その頃は「野宿され

ている方を支援する」ことはおろか、ボランティ

アにすら興味はありませんでした。そんな私が夜

回りに参加するきっかけになったのは、灘チャレ

ンジという学生が地域の方と行うお祭りでした。

そのお祭りでの野宿者をテーマにした風刺劇で役

者をすることになり、野宿者の問題についても知

っておいたほうがいいだろうということで、

YWCA の夜回り活動に参加させていただくこと
になりました。 
 最初に活動に参加して一番印象的だったのは、

「普通のおっちゃんだ」ということと、そういう
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感想を抱いてしまった自分の意識について改めて

考えさせられたことです。それまでの私は、野宿

している方に対して「こわい」とか「排除しよう

と」といった反感を抱いたことはなく、「今の世の

中誰でもああいう生活になりうるのだから…」と

思っていました。でも、「そういう人たちは自分に

はない辛い経験をしたなかで世間や社会の構造に

反感を抱いている」というように、反感からでは

ないにしろ結局はどこかで「自分と地続きではな

い人たち」と思っていたようです。実際に野宿さ

れている方に出会い、話をするなかで、ただ外に

いるというだけで、近所のおっちゃんと何ひとつ

変わらないことを、初めて実感できたのです。 
 このように夜回りで衝撃を受けてから早一年半。

そろそろ私も「真実を知ろうとするだけの何も知

らない活動者」を卒業して、「本当に寄り添ってい

ける支援者」を目指していかねばならないなぁと

思いつつ、夜回りの他のメンバーの方の知識や考

え方に毎回ただただ感服するばかりです。でも、

活動を続けるなかで少しずつ少しずつ、自分にで

きること・自分がおっちゃんたちのために心から

やりたいと思えることを、増やしていけたらいい

なぁと思っています。 
 最後に、夜回りは一度行くだけでも自分の価値

観を変えてくれるような活動です。みなさんもぜ

ひぜひ参加してみてください!! 
 

 
活動のこと、居住のこと 

山本かえ子 
 

 最初は、高架下の電車の轟音や、溢れて荷物ま

で流してしまう川の増水に驚いた。「表面しか見て

いなくて、何も知らなかった」という反省ととも

に、自分の内面と向き合う時期が続いた。活動を

始めて半年後、なぜ野宿の人たちがこのような状

況に置かれているのだろうかということを、自分

の視点から考えたいと思い、メンバーの人たちと

意見を交換したりした。一年後、今度は、参加者

ではなく受け入れ側をやってみたい、と思い、共

同代表を引き受けた。軽い気持ちで引き受けたの

が、活動の維持というのがなかなかどうして、大

変だった。メンバーへの連絡や車の手配など、煩

雑な作業は職員さんや長く活動している人にして

もらっていたにもかかわらず、だ。しかし、貴重

なこともたくさん学んだ。 
 最近、増減の幅は激しいものの、参加者が増え

てきたことは非常にうれしいことである。しかし、

人数が増えてきたことにより、さまざまな問題が

浮かび上がってきた。訪問する／されるのがどち

らも人間であるから、当然のことながら個人のプ

ライバシーの問題についてきちんと考えなければ

ならない。しかし、未だにどのようなかたちがよ

いのか、試行錯誤を重ねている状態である。また、

訪問する／されるという立場の違いや、「野宿をし

ている」ということをどのように考えるのかをめ

ぐって、さまざまな立場から意見がある中で、こ

の活動の目的、方向性、範囲などについても、問

われ続けて未だこれといった解答を出せていない

のが現状である。 
 「震災の救援活動」という地点から生まれたこ

の活動は、少人数ながらも、これまで 10 年もの
あいだ、ずっと維持されてきた。「都市の復興とは」

「人間が居住するということは」ということを問

いかけながら続けてこられた、結成時からのメン

バーの思いを共有しながら、現在の状況のなかで、

どのような活動をしていけるだろうか。 
 「神戸 YWCA夜回り準備会（仮）」は、現在も
「仮」のままである。
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 付録① 追い立てについてのビラ  
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付録② 病院訪問のビラ  
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ご協力ありがとうございました 
 2004年度（2004年 4月 1日から 2005年 3月 31日まで）間に、以下の方々より、夜回り準備会の活
動のために活動資金や物品などの寄付をいただきました。記して感謝いたします。 
 万が一お名前がもれています場合はご一報いただけましたら幸いです。 
 
天野永治(神戸市) 木ノ下操(神戸市) 有馬吉徳(長崎県) 

園部りえ子(神戸市) 岡田信子(神戸市) 鶴崎祥子(神戸市) 

岡本みき(群馬県) 野々村耀(神戸市) 柏木妙子(東京都) 

山本容子(神戸市) 片山恵(神戸市)  山本かえ子（大阪府） 

矢野正昭（西宮市） 吉田英三（東京都） 西島明子(宝塚市) 

北のコタン：宮田俊介さん・宮田洋子さん(北海道)  （以上順不同・敬称略） 

 
 天野永治氏（神戸市灘区）は野宿している人の生活保護申請に関して、家主の立場から敷金なしでの入

居を受け入れるという配慮をして下さいました。また、ろっこう医療生協（神戸市灘区）には、野宿して

いる人の診療についてご協力いただきました。特に記して感謝いたします。 
 

ボランティア募集 
 神戸 YWCA夜回り準備会では、活動に参加するボランティアを募集しております。会の目的にご賛同
いただけるのならば、どなたでもご参加いただけます。 
 2005年度も以下の日程で活動を実施しております。なお参加される際には、事前にその旨を神戸YWCA
の担当（堺田）までご一報下さい。 
 
  ■夜 回 り：毎月第 2・第 4 土曜日 神戸 YWCA 分室（中央区坂口通 5-2-16）に 18:00 集合 

   ※初参加の方へは活動のあらましを説明するオリエンテーションを行いますので、17:00 に集合してください。 

  ■病院訪問：毎週 1 回、週により月曜日か木曜日に実施 昼から 

   ※参加日時・集合場所については事前にお問い合わせ下さい。 

 

【お問い合わせ】 〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1-12-10 担当・堺田 

            TEL：078-231-6201 FAX：078-231-6692 E-mail；office@kobe.ywca.or.jp 
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